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【
要
約
】
　
人
の
生
活
に
欠
く
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
の
一
つ
に
水
が
あ
る
。
特
に
定
住
生
活
を
営
み
、
都
市
を
形
成
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
水
の
重
要
性
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が
増
し
、
井
戸
を
掘
削
し
て
地
下
水
を
利
用
す
る
こ
と
が
盛
ん
に
な
る
。
本
稿
で
は
こ
の
井
戸
の
型
式
と
年
代
を
検
討
し
た
結
果
、
日
本
の
井
戸
の
定
着

論
讐
．
腿
欝
欝
鵜
飛
醜
議
繍
隷
勤
瓢
繊
翻
転
銚
無
漏
轟
麟
荊
叫
終
編
驚
麓

　
四
期
に
大
別
で
き
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
新
し
い
型
式
の
普
及
の
過
程
と
、
普
及
に
あ
た
っ
て
認
容
的
な
役
罰
を
果
た
し
た
地
域
と
に
着
目
し
、

　
各
期
の
中
に
も
画
期
を
設
定
し
た
。
そ
し
て
木
組
井
戸
が
最
も
発
達
す
る
古
代
前
期
の
様
相
は
木
組
井
戸
の
普
及
が
本
格
化
す
る
弥
生
後
期
以
後
の
帰
結
、

　
石
組
井
戸
が
車
越
す
る
中
世
後
期
の
様
相
は
木
組
井
戸
の
衰
退
が
は
じ
ま
る
古
代
後
期
以
後
の
帰
結
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
井
戸
が
主
と
な
る
近
代
の
様

　
相
は
土
製
品
組
井
戸
が
普
及
し
て
い
く
近
世
以
後
の
帰
結
と
考
え
た
。
ま
た
弥
生
後
期
以
後
の
動
き
に
つ
い
て
は
畿
内
南
部
、
古
代
後
期
以
後
の
動
き
に

　
つ
い
て
は
畿
内
北
部
、
近
世
以
後
の
動
き
に
つ
い
て
は
、
ふ
た
た
び
畿
内
南
部
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
と
考
え
う
る
の
で
あ
る
。
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考（字野）

は
　
じ
　
め
　
に

人
が
生
き
て
い
く
う
え
で
必
要
と
す
る
も
の
は
衣
・
食
・
住
を
は
じ
め
と
し
て
多
く
あ
る
が
、
な
か
で
も
水
と
食
料
と
は
不
可
欠
の
も
の
で

あ
る
。
そ
の
た
め
人
類
は
古
来
、
こ
の
二
老
を
得
る
た
め
に
、
多
く
の
工
夫
を
積
み
重
ね
て
き
た
。
こ
の
う
ち
水
に
つ
い
て
み
る
と
、
そ
の
用

戸
　
途
は
飲
用
を
は
じ
め
と
す
る
生
活
用
水
と
灌
概
用
水
と
が
あ
る
。
そ
し
て
、
当
初
は
自
然
の
河
川
や
池
泉
の
水
、
も
し
く
は
雨
水
を
利
用
し
て
　
蜘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

井
　
い
た
で
あ
ろ
う
が
、
定
住
生
活
を
営
み
、
都
市
を
形
成
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
井
戸
を
掘
削
し
て
地
下
水
を
利
用
す
る
こ
と
が
盛
ん
に
な
る
。

ユ



　
こ
の
井
戸
に
つ
い
て
は
、
現
在
ま
で
に
様
々
な
角
度
か
ら
研
究
が
な
さ
れ
て
き
た
が
、
本
稿
で
は
井
戸
の
型
式
分
類
と
年
代
・
地
域
性
と
い

う
点
に
絞
っ
て
検
討
を
加
え
た
い
。
そ
れ
は
、
こ
の
作
業
が
す
べ
て
の
考
察
の
基
本
と
な
り
、
ま
た
井
戸
型
式
の
変
化
は
、
農
耕
社
会
の
確
立

と
成
長
、
古
代
都
市
の
造
営
、
中
・
近
世
都
市
へ
の
変
容
と
い
う
重
要
な
動
き
と
密
接
な
関
係
を
も
っ
て
い
た
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
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一
　
井
戸
の
発
見
と
研
究
史

　
飲
用
水
の
重
要
性
は
古
く
か
ら
注
意
さ
れ
て
い
て
、
鳥
居
龍
蔵
氏
は
大
正
一
五
年
に
、
遺
跡
の
立
地
と
湧
泉
と
が
密
接
な
関
係
を
も
っ
こ
と

　
　
　
　
　
①

を
論
じ
て
い
る
。
ま
た
昭
和
一
三
年
に
縄
文
時
代
中
期
の
袋
状
ピ
ッ
ト
を
食
料
貯
蔵
穴
と
推
定
し
た
中
川
直
亮
氏
は
、
考
察
の
過
程
で
こ
れ
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

井
戸
で
あ
る
可
能
性
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。

　
発
掘
で
出
土
し
た
例
と
し
て
は
、
昭
和
三
年
に
大
倉
猪
之
祐
氏
が
奈
良
県
桜
井
市
粟
殿
で
検
出
し
た
木
組
の
井
戸
が
あ
る
。
し
か
し
発
掘
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

は
当
時
こ
れ
を
土
器
埋
納
の
施
設
と
考
え
た
。
こ
の
よ
う
な
木
組
の
遺
構
が
井
戸
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
昭
瀦
一
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

年
に
奈
良
県
磯
誠
郡
田
原
本
町
唐
古
製
跡
が
、
昭
和
一
三
～
一
六
年
に
奈
良
県
橿
原
市
畝
傍
町
橿
原
遺
跡
が
調
査
さ
れ
、
多
数
の
井
戸
が
発
見

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

さ
れ
て
以
後
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
福
岡
県
福
岡
市
博
多
区
比
恵
遺
跡
で
は
昭
和
＝
二
年
半
素
掘
り
の
井
戸
が
調
査
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
の
後
、
弥
生
時
代
か
ら
古
代
に
か
け
て
の
井
戸
の
発
掘
例
が
増
加
し
た
が
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
最
初
に
総
合
的
な
考
察
を
加
え
た
の
は
日

　
　
⑦
　
　
　
　
　
　
⑧

色
四
郎
・
山
本
博
氏
で
あ
る
。
両
氏
と
も
井
戸
に
つ
い
て
多
方
面
か
ら
検
討
し
て
い
る
が
、
そ
の
型
式
分
類
の
多
く
は
現
在
で
も
有
効
で
あ
る
。

こ
の
論
考
が
上
梓
さ
れ
た
後
も
発
掘
例
が
著
し
く
増
加
し
特
に
古
代
と
中
世
の
井
声
に
つ
い
て
の
黒
渋
が
増
し
た
。
広
島
県
福
山
市
草
戸
千
軒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
麟

町
遺
跡
に
お
け
る
小
都
隆
氏
の
論
考
、
福
岡
県
筑
紫
郡
大
宰
府
に
お
け
る
横
隔
賢
次
郎
氏
の
論
考
は
、
こ
の
新
し
い
知
見
を
も
と
に
し
た
秀
れ

た
地
域
研
究
で
あ
る
。
ま
た
黒
崎
直
氏
は
遺
構
の
配
置
か
ら
平
城
京
の
井
戸
の
型
式
・
規
模
が
そ
れ
を
用
い
た
役
所
や
人
々
の
格
式
を
反
映
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

る
と
い
う
新
し
い
視
点
を
呈
示
し
、
原
口
正
三
氏
も
井
戸
が
住
居
の
単
位
を
知
る
上
で
重
要
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
し
て
水
野
正

　
　
　
　
　
　
　
⑭
　
　
　
　
　
　
　
⑮

　
⑬
好
氏
、
兼
康
保
明
茂
、
森
貞
次
郎
氏
は
井
戸
の
掘
削
・
廃
棄
時
に
お
け
る
祭
祀
に
つ
い
て
重
要
な
論
考
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
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こ
の
よ
う
に
多
く
の
先
学
の
研
究
に
よ
っ
て
、
現
在
す
で
に
井
声
型
式
、
配
置
、
母
型
等
に
つ
い
て
色
々
の
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
各
時
代
・
各
地
域
に
お
い
て
、
多
様
な
井
戸
が
造
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
判
っ
て
き
た
反
面
、
井
戸
の
は
じ
ま
り
か
ら
現
代
の
井
戸
に
至

る
系
統
的
な
流
れ
や
地
域
色
に
つ
い
て
の
理
解
が
深
め
ら
れ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
本
稿
で
私
が
考
察
し
た
い
こ
と
は
、
こ
の
点

に
つ
い
て
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
ほ
か
に
井
戸
と
住
居
と
の
関
係
、
日
本
の
井
戸
と
中
国
・
朝
鮮
の
井
戸
と
の
関
係
、
井
戸
祭
祀
の
変
遷
の
よ

う
に
論
じ
る
べ
き
点
は
多
い
が
そ
れ
は
別
の
機
会
に
譲
る
こ
と
に
す
る
。

　
①
　
鳥
居
龍
蔵
「
遺
跡
と
濤
水
窪
繊
地
と
の
関
係
」
　
（
『
先
史
及
原
史
時
代
の
上
伊
　
　
　
　
　
…
一
」
　
（
『
九
州
歴
史
資
料
館
研
究
論
集
』
三
、
一
九
七
七
年
）

　
　
那
』
…
九
二
六
年
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪
　
黒
崎
直
「
平
誠
宮
の
井
戸
」
　
（
『
月
刊
文
化
財
』
一
九
七
穴
年
囎
月
号
）

②
　
中
川
直
亮
「
横
浜
宿
鶴
見
区
荒
立
に
於
け
る
遺
跡
一
特
に
鐘
状
竪
穴
其
他
に

　
就
て
一
」
　
（
『
史
前
学
雑
誌
』
第
一
〇
巻
第
一
号
、
一
九
三
八
年
）

③
末
永
雅
雄
「
磯
城
郡
敷
島
村
菓
殿
出
土
板
井
」
（
『
奈
良
県
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念

　
物
調
査
抄
報
陣
第
二
輯
、
　
九
四
一
年
）

④
　
末
永
雅
雄
・
小
林
行
雄
・
藤
岡
謙
二
郎
『
大
和
唐
古
弥
生
式
遺
跡
の
研
究
』
京

　
都
帝
国
大
学
文
学
部
考
古
学
研
究
報
告
第
一
六
冊
（
［
九
四
三
年
）

⑤
末
永
雅
雄
編
『
橿
原
』
（
～
九
六
一
年
）

⑥
　
鏡
山
猛
『
北
九
州
の
古
代
遣
跡
』
　
（
　
九
五
六
年
）

⑦
　
日
色
四
郎
『
日
本
上
代
井
の
研
究
』
　
（
一
九
六
七
年
）

⑧
山
本
博
『
井
戸
の
研
究
』
（
～
九
七
〇
年
）

⑨
　
小
都
隆
「
草
戸
千
軒
の
井
戸
」
（
『
考
古
学
研
究
』
第
一
エ
ハ
巻
第
三
暑
、
一
九
七

　
九
年
）

⑩
横
田
賢
次
郎
「
大
宰
府
検
出
の
井
戸
一
と
く
に
形
態
分
類
を
中
心
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
二
　
型
　
式
　
分
　
類

井
戸
の
型
式
分
類
を
お
こ
な
う
前
に
、
部
分
名
称
を
示
す
こ
と
に
す
る

⑫
　
原
口
正
三
「
古
代
・
中
世
の
集
落
」
（
『
考
古
学
研
究
』
第
二
三
巻
第
四
塔
、
一

　
九
七
七
年
）

⑬
水
野
正
好
「
竹
筒
を
の
こ
し
た
　
井
と
そ
の
秘
睨
」
（
『
草
戸
千
軒
』
晦
3
6
、
一

　
九
七
六
年
）

　
　
水
野
正
好
「
三
宝
荒
神
符
と
天
中
の
現
句
」
（
『
草
戸
千
軒
』
晦
4
7
、
一
九
七
七
年
）

　
　
水
野
正
好
「
金
貴
大
徳
の
識
量
と
埋
井
の
早
薬
」
（
『
草
戸
千
軒
』
晦
5
8
、
一
九

　
七
八
年
）

⑭
　
兼
康
保
明
「
湖
瞬
高
島
の
低
地
に
お
け
る
井
戸
掘
り
と
埋
め
戻
し
」
（
『
昆
俗
文

　
化
』
第
一
九
二
号
、
一
九
七
九
年
）

　
　
兼
康
保
朋
「
井
芦
に
お
け
る
聖
壇
・
使
絹
の
一
例
」
（
『
古
代
研
究
臨
第
一
九
号
、

　
一
九
八
O
年
）

⑮
　
森
貞
次
郎
「
弥
生
時
代
の
遺
物
に
あ
ら
わ
れ
た
信
仰
の
形
態
」
（
『
神
道
考
古
学

　
講
座
』
第
一
巻
、
一
九
八
一
年
）

（
第
一
図
）
。
古
代
以
後
の
井
戸
は
次
の
三
つ
の
部
分
か
ら
成
る
こ
と

3 （625）
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第1図　井戸の部分名称

が
多
い
。
e
水
を
汲
む
人
の
安
全
を
は
か
り
、
汚
水
の
流
入

を
防
ぐ
た
め
地
上
に
設
け
る
部
分
、
⇔
井
壁
の
崩
壊
を
防
ぐ

た
め
地
下
壁
面
に
設
け
る
部
分
、
⇔
湧
水
を
溜
め
る
た
め
底

に
設
け
る
部
分
で
あ
る
。

　
こ
の
三
つ
を
山
本
博
氏
は
、
井
桁
、
井
筒
、
ま
な
ご
、
と

し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
小
都
隆
氏
は
、
井
桁
、
井
戸
側
、

井
筒
と
し
た
。
ま
た
横
田
賢
次
郎
氏
は
後
二
者
を
あ
わ
せ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
げ
た

井
芦
枠
と
し
て
い
る
。
私
は
地
上
の
施
設
を
井
桁
、
地
下
壁

　
　
　
　
　
い
　
ど
が
わ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
ず
だ
め

面
の
施
設
を
井
戸
側
、
底
の
施
設
を
水
溜
と
呼
称
す
る
が
、

そ
の
理
由
は
形
状
に
各
種
あ
り
、
井
筒
と
呼
ぶ
こ
と
が
適
切

で
な
い
こ
と
が
多
く
、
ま
た
「
枠
」
の
字
義
は
井
壁
保
護
施
設
の
名
称
と
し
て
あ
た
ら
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
井
戸
の
型
式
分
類
を
お
こ
な
う
場
合
に
、
こ
の
三
つ
の
部
分
を
組
み
合
わ
せ
て
分
類
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
そ
れ
は
各
部
分
ご
と
に
多
く
の

種
類
が
あ
る
た
め
、
こ
れ
ら
を
組
み
合
わ
せ
る
と
分
類
が
煩
墳
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
私
は
井
戸
を
作
る
上
で
最
も
重
要
な
も
の
は
、
井
壁
の

崩
壊
を
防
ぐ
技
術
で
あ
る
と
考
え
、
井
戸
側
の
分
類
を
も
っ
て
井
戸
の
分
類
の
基
準
と
し
た
い
。
そ
し
て
他
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
ど
の
型
式

の
井
戸
に
、
ど
の
よ
う
な
井
桁
・
水
溜
が
ど
の
程
度
の
頻
度
で
付
属
す
る
か
と
い
う
表
現
を
と
る
こ
と
に
す
る
。

　
井
戸
の
型
式
分
類
に
つ
い
て
山
本
面
起
は
、
井
戸
側
を
ω
板
井
、
⑭
石
井
、
の
地
山
井
筒
、
⇔
そ
の
他
、
に
大
鯛
し
、
そ
れ
ぞ
れ
を
細
別
す

る
方
向
性
を
示
し
て
い
る
。
他
方
、
井
戸
の
分
類
と
し
て
ω
深
さ
、
㈲
平
面
形
、
の
井
戸
側
の
組
み
合
わ
せ
、
⇔
井
壁
の
形
状
、
㈱
面
戸
側
組

立
て
法
、
に
よ
る
分
類
を
提
唱
し
て
い
る
。
私
は
井
戸
の
分
類
は
墨
壷
を
保
護
す
る
技
術
に
よ
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
立
場
か
ら
、
小
都
重
氏

と
同
様
に
山
本
博
氏
の
前
着
の
方
向
性
を
受
け
継
ぎ
た
い
。
す
な
わ
ち
、
面
壁
を
保
護
す
る
素
材
か
ら
井
戸
を
、
A
類
素
掘
り
井
戸
、
B
類
木
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組
井
戸
、
C
類
石
組
井
戸
、
D
類
土
器
・
土
製
雲
脚
井
戸
に
大
別
し
、
素
材
の
使
い
方
か
ら
各
類
を
細
別
す
る
こ
と
に
す
る
。

　
た
だ
し
こ
の
方
針
に
つ
い
て
は
、
検
討
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
が
あ
る
。
そ
れ
は
井
壁
を
保
護
す
る
素
材
や
素
材
の
使
い
方
が
部

位
に
よ
っ
て
異
る
場
合
が
少
く
な
い
こ
と
で
あ
る
。
山
本
博
氏
は
、
上
下
で
異
る
場
舎
を
累
積
井
筒
、
内
外
二
筒
か
ら
な
る
も
の
を
複
筒
井
筒

と
し
て
い
る
。
こ
れ
以
外
に
も
稀
に
一
つ
の
井
戸
側
を
丸
太
煮
抜
き
材
と
板
材
と
を
組
み
合
わ
せ
て
つ
く
る
よ
う
な
例
も
あ
る
。
こ
の
う
ち
補

修
や
造
り
な
お
し
に
よ
る
と
考
え
う
る
例
は
本
来
の
構
造
の
も
の
と
後
か
ら
付
加
し
た
も
の
と
に
別
け
て
分
類
す
る
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
上
下

で
異
る
場
合
は
、
上
段
が
井
桁
で
あ
っ
た
り
、
下
段
が
水
溜
で
あ
っ
た
り
す
る
こ
と
が
多
い
。
こ
の
場
合
に
は
井
戸
側
と
認
定
で
き
る
部
位
の

構
造
で
分
類
を
お
こ
な
う
。
な
お
中
・
近
世
の
井
戸
で
は
水
溜
が
井
戸
側
の
最
下
段
を
構
成
す
る
例
が
増
す
が
、
こ
の
場
合
に
も
最
下
段
は
水

溜
と
し
て
井
戸
側
か
ら
除
く
。
こ
の
よ
う
に
認
定
し
て
も
、
ご
く
少
数
で
は
あ
る
が
、
井
戸
側
が
異
る
構
造
の
部
分
か
ら
成
る
と
考
え
ら
れ
る

例
が
あ
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
背
黒
の
主
な
部
分
を
保
護
す
る
構
造
に
よ
っ
て
分
類
し
、
亜
式
と
付
記
す
る
。

　
以
上
の
方
針
に
よ
っ
て
日
本
の
井
戸
は
、
次
の
よ
う
に
型
式
分
類
を
お
こ
な
う
こ
と
が
で
き
る
（
表
一
）
。

　
㈹
　
A
類
素
掘
り
井
戸

　
巌
壁
を
保
護
す
る
設
備
を
設
け
な
い
も
の
（
第
二
図
1
）
。
　
こ
の
種
の
井
戸
は
形
状
に
よ
っ
て
、
円
筒
形
、
漏
斗
形
、
す
り
蟻
形
、
二
段
掘
り

形
の
よ
う
に
細
分
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
素
掘
り
の
井
戸
は
す
べ
て
技
術
と
し
て
は
大
差
が
な
く
、
形
は
崩
壊
に
よ
っ
て
変
わ
る

た
め
、
形
状
に
よ
る
細
別
は
原
則
と
し
て
お
こ
な
わ
な
い
こ
と
に
す
る
。

　
他
方
、
東
京
都
甑
多
摩
郡
羽
村
町
に
現
存
す
る
、
ま
い
ま
い
ず
井
戸
の
よ
う
に
、
母
君
保
護
の
た
め
大
き
な
、
す
り
鉢
形
の
穴
を
掘
癒
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

螺
旋
状
の
道
を
つ
け
て
水
溜
を
設
置
す
る
例
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
素
掘
り
井
戸
に
つ
い
て
は
多
少
の
形
態
の
差
が
あ
っ
て
も
原
則
と
し
て
A
I

類
素
掘
り
井
戸
と
し
、
ま
い
ま
い
ず
井
戸
に
あ
た
る
も
の
の
み
を
、
A
H
類
ま
い
ま
い
ず
井
戸
と
す
る
。

　
働
　
B
類
木
組
井
戸

　
木
材
は
腐
朽
し
ゃ
す
い
と
い
う
欠
点
を
も
つ
が
、
加
工
が
容
易
で
あ
る
た
め
、
多
く
の
種
類
の
も
の
が
造
ら
れ
て
い
る
。
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表1　井戸の各型式一覧

型式i素材 特 徴

AI な 紮

AI工． し 素

BI 丸

BII 縦

BIIl 縦

BW 縦

BV 木 横
BVI 横

B瓢 縦

B懸 曲
iB班一

桶

｝CI 石

H
m
W

C
C
C

　　紮掘リ井戸、形態には各種ある

　　素掘り井戸、すり鉢形で螺旋状の道をつける

　　メし太壼1」抜き材を用いる

　　縦板組、保持する装概がない

　　縦板組、．横桟で保持する

　　回板組、隅柱と横桟で保持する

　　横板組、隅柱で保持する

　　横板組、仕口を納組にして保持する

　　縦板紐、納紐で保持する

　　曲物を積み上げる

　　桶を積み上げる

　　石組、円筒形

　　石組、すり鉢形
石
　　石組、袋状

　　切石‘組、円筒彫

王
1
1
m
W
V

D
D
D
D
D

土
器
・
土
製
品

瓦組、門筒形

底を抜いた土器を積み上げる

土管を積み上げる

博（井戸瓦）を積み上げる

漆喰！を用いる
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B
工
類
丸
太
割
抜
き
井
戸
　
丸
太
材
を
創
抜
い
て
井
戸
側
と
す
る
も
の
（
第
二
図
2
）
。
B
一
・
a
類
丸
太
一
木
剤
抜
き
井
戸
と
、
B
I
・
b
類
丸

太
分
割
劇
抜
き
井
戸
と
が
あ
る
。
分
割
し
て
創
抜
く
も
の
は
、
組
み
合
わ
せ
の
装
置
が
な
い
B
I
・
b
1
類
と
、
納
穴
を
つ
け
て
太
柄
で
と
め

る
B
一
・
b
2
類
と
に
細
別
で
き
る
。

　
　
　
た
て
い
た

　
B
正
類
縦
板
組
無
支
持
井
戸
　
　
板
材
を
縦
方
向
に
組
ん
で
重
壁
を
保
護
す
る
が
、
板
材
を
保
持
す
る
装
置
が
な
い
も
の
。
板
材
を
地
中
に
打

ち
込
む
か
、
土
圧
に
よ
っ
て
保
持
す
る
。
平
面
形
が
円
形
の
B
H
・
a
類
と
、
方
形
の
B
E
・
b
類
と
が
あ
る
（
第
二
図
3
・
4
）
。
　
な
お
本
型
式

の
み
を
平
面
形
に
よ
っ
て
細
別
す
る
の
は
、
B
H
・
b
類
井
戸
が
、
弥
生
後
期
以
後
、
長
く
用
い
ら
れ
る
B
可
穆
実
板
組
横
桟
ど
め
井
戸
の
原

形
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
よ
こ
さ
ん

　
8
皿
類
縦
板
組
横
桟
ど
め
井
戸
　
　
板
材
を
縦
方
向
に
組
み
、
横
桟
で
保
持
す
る
も
の
（
第
二
図
5
）
。
横
桟
の
仕
口
に
つ
い
て
は
小
都
隆
氏
が
、

㈲
目
違
い
柄
で
組
む
も
の
、
㈲
目
違
い
柄
の
言
柄
が
貫
通
し
な
い
も
の
、
㈲
包
込
柄
で
組
む
も
の
、
⑥
相
欠
き
柄
で
組
む
も
の
が
あ
る
こ
と
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

明
ら
か
に
し
て
い
る
（
第
五
図
）
。
ま
た
ω
横
桟
の
み
で
支
え
る
も
の
と
、
②
横
桟
の
間
に
支
柱
を
入
れ
て
補
強
し
た
も
の
と
が
あ
る
。
こ
れ
ら

の
構
造
が
判
る
も
の
に
つ
い
て
は
B
盃
・
a
1
類
の
よ
う
に
表
記
す
る
。
な
お
こ
の
種
の
井
戸
は
平
面
が
方
形
で
あ
る
こ
と
が
多
い
が
、
稀
に

六
角
形
、
そ
の
他
の
形
を
呈
す
る
も
の
が
あ
る
。
こ
の
場
合
に
は
B
皿
・
a
1
類
六
角
形
井
戸
の
よ
う
に
示
し
、
八
角
形
を
越
え
る
場
合
に
は

円
形
と
す
る
。
方
形
以
外
の
多
角
形
井
戸
に
つ
い
て
は
す
べ
て
こ
の
方
式
で
示
す
。

　
　
　
　
　
　
す
み
ば
し
ら

　
B
皿
類
縦
板
三
隅
柱
横
桟
ど
め
丼
戸
　
　
板
材
を
縦
方
向
に
組
み
、
四
隅
に
立
て
た
柱
に
と

り
つ
け
た
横
桟
で
保
持
す
る
も
の
（
第
二
図
6
）
。
横
桟
は
原
説
と
し
て
隅
柱
の
柄
穴
に
さ

し
込
ん
で
組
む
。
な
お
稀
に
横
桟
を
隅
柱
と
縦
板
の
間
に
澱
ん
で
支
え
る
も
の
が
あ
り
B

y
類
無
下
井
戸
と
す
る
。
B
W
類
井
戸
は
、
B
皿
類
響
板
組
横
桟
ど
め
井
戸
の
改
良
型
で

あ
ろ
う
。

　
　
　
よ
こ
い
た

　
B
V
類
横
板
組
隅
柱
ど
め
井
戸
　
板
材
を
横
方
向
に
用
い
て
積
み
上
げ
、
隅
柱
で
保
持
す

a頚

b類

C

d類

第5図　横桟組の細別
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い
柄
で
組
む
も
の
、
㈲
板
材
を
用
い
国
違
い
納
で
組
む
も
の
、
回
一
方
に
凸
柄
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
隻

他
方
に
柄
穴
を
つ
け
て
組
む
も
の
・
㈹
両
方
に
溝
状
の
切
り
込
み
を
つ
け
て
組
む
　
瀬
　
纐
瀬
　
纐
瀕
纐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

も
の
、
㈲
相
欠
き
柚
で
組
む
も
の
、
ω
仕
口
を
四
五
度
に
切
っ
て
組
む
も
の
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
凸
柄
の
板
材
の
み
を
組
む
例
が
あ
る
が
、

こ
れ
は
B
W
・
b
類
旧
式
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　
ほ
ぞ

　
B
履
類
縦
板
組
柄
ど
め
井
戸
　
　
板
材
を
縦
方
向
に
組
み
、
納
で
保
持
す
る
も
の
（
第
三
図
1
0
）
。
両
方
に
四
穴
を
あ
け
太
柄
で
と
め
る
B
粗
・

a
類
と
、
包
込
柄
で
と
め
る
B
W
・
b
類
と
に
細
別
で
き
る
（
第
七
図
）
。
な
お
本
型
式
は
B
I
・
a
類
響
板
組
無
支
持
円
形
井
戸
の
改
良
型
で
は

な
く
、
　
B
王
・
b
2
類
丸
太
分
割
剤
抜
き
太
納
ど
め
井
戸
の
系
譜
を
ひ
く
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
稀
に
内

耀
タ
ガ
状
の
装
濁
で
保
持
す
る
も
の
や
穴
を
あ
け
て
紐
ど
め
に
す
る
例
が
あ
軌
B
町
類
距
式
と
翫
」
鳴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
獅

　
B
膿
類
瀕
物
積
上
げ
井
戸
　
　
底
板
を
抜
い
た
曲
物
を
積
み
上
げ
る
も
の
（
第
三
図
1
1
）
。
　
井
戸
専
用
の
本
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
糠

来
底
板
が
な
い
曲
物
も
存
在
す
る
可
能
性
が
あ
る
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
纈

B
皿
類
桶
積
上
げ
井
｛
戸
覆
を
抜
い
た
桶
を
積
み
上
げ
る
も
の
（
第
三
図
p
％
韮
戸
専
用
の
穫
組
纐
。
　
面
躯

タ
ガ
巻
き
の
例
も
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
口
　
　
　
霞
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偶
　
C
類
石
親
井
戸

　
石
は
加
工
し
に
く
く
、
堅
固
に
積
み
上
げ
る
に
は
桐
当
の
技
術
と
労
力
と
を
要
す
る
が
、
腐
朽
し
に
く
い
と
い
う
大
き
な
利
点
が
あ
る
。

　
C
I
類
石
組
円
筒
形
井
戸
　
　
加
工
し
な
い
石
を
円
筒
形
に
組
み
上
げ
る
も
の
（
第
三
図
1
3
）
。
な
お
稀
に
平
面
が
方
形
の
も
の
が
あ
り
、
C
I

類
石
組
方
形
井
戸
と
す
る
。

　
C
亙
類
石
組
す
り
鉢
形
井
戸
　
　
す
り
鏡
形
の
掘
り
方
に
裏
込
め
を
せ
ず
に
、
加
工
し
な
い
石
を
積
み
上
げ
る
も
の
（
第
三
図
1
4
）
。

　
C
皿
類
石
組
袋
状
井
戸
　
　
加
工
し
な
い
石
を
円
筒
形
に
組
み
上
げ
る
が
下
部
の
径
が
上
面
の
径
よ
り
大
き
い
も
の
（
第
三
図
1
5
）
。

　
C
W
類
切
石
組
円
筒
形
井
戸
　
　
形
を
直
方
体
に
整
え
た
石
を
円
筒
形
に
組
み
上
げ
る
も
の
（
第
三
図
！
6
）
。

　
㈱
　
D
類
土
器
・
土
製
品
組
弁
戸

　
土
器
・
土
製
贔
は
、
腐
朽
し
に
く
い
点
で
は
石
と
同
様
の
利
点
を
も
つ
。
ま
た
特
に
土
製
品
は
形
を
自
由
に
作
れ
る
点
で
木
の
利
点
を
あ
わ

せ
持
つ
と
言
え
る
。

　
D
毛
類
瓦
毛
井
戸
　
　
瓦
を
小
口
積
み
に
し
て
、
円
筒
形
に
組
む
も
の
（
第
三
図
1
7
）
。
な
お
桟
瓦
を
縦
に
組
む
も
の
は
以
下
で
述
べ
る
D
W
類

博
組
井
戸
亜
式
と
す
る
。

　
D
X
類
土
器
組
井
戸
　
　
土
器
の
底
を
打
ち
欠
い
て
積
み
上
げ
る
も
の
（
第
三
図
1
8
）
。

　
D
皿
類
土
管
組
井
戸
　
　
土
管
形
の
土
製
晶
を
積
み
上
げ
る
も
の
（
第
四
図
1
9
）
。
　
本
型
式
は
D
五
類
土
器
組
井
戸
を
改
良
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
D
W
類
博
組
井
戸
　
　
平
面
形
が
長
方
形
で
攣
議
す
る
土
製
品
（
井
戸
瓦
）
を
組
み
上
げ
る
も
の
（
第
四
図
2
0
）
。
本
型
式
は
D
皿
類
土
管
組
井

戸
を
改
良
し
て
大
型
の
井
戸
を
作
り
う
る
よ
う
に
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
D
T
類
漆
喰
組
井
戸
　
　
漆
喰
で
井
戸
側
を
つ
く
る
も
の
（
第
四
図
2
1
）
。

　
な
お
本
稿
で
は
井
戸
側
の
考
察
に
重
点
を
お
く
が
、
井
桁
と
水
溜
と
に
つ
い
て
も
分
類
を
示
し
て
お
く
。

　
井
桁
　
　
㈲
丸
太
創
抜
き
、
㈲
縦
板
組
、
㊨
横
板
組
、
㈹
石
組
、
㈲
土
器
・
土
製
品
組
、
の
五
類
が
あ
る
。
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水
溜
　
　
㈲
素
掘
り
、
㈲
丸
太
劃
抜
き
、
㈲
縦
二
幅
、
⑥
横
板
組
、
㈲
頭
物
、
ω
石
組
、
㈹
土
器
・
土
製
品
組
、
の
七
類
が
あ
る
。

　
な
お
井
桁
・
水
溜
の
分
類
の
細
別
は
井
戸
側
に
準
じ
る
。

　
日
本
の
井
戸
の
大
多
数
は
以
上
の
分
類
に
あ
て
は
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
植
物
質
の
素
材
、
竹
材
、
転
用
材
を
用
い
る
も
の
、
お
よ

び
近
世
の
東
国
で
使
用
す
る
丸
太
井
潜
心
井
戸
の
よ
う
に
、
型
式
分
類
を
お
こ
な
わ
な
か
っ
た
も
の
も
あ
る
。
こ
れ
は
出
土
例
の
増
加
を
ま
っ

て
、
別
の
分
類
を
た
て
る
か
、
上
記
井
戸
の
分
類
の
亜
式
と
す
る
か
を
判
断
し
た
方
が
よ
い
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
。

　
①
　
日
色
前
掲
書
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧
　
奈
良
國
立
文
化
財
研
究
所
飛
鳥
資
料
館
技
官
小
林
謙
一
氏
に
御
教
示
を
戴
い
た
。

　
②
　
小
都
前
掲
書
。
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三
各
型
式
の
年
代

　
本
章
で
は
各
型
式
の
井
戸
が
用
い
ら
れ
た
年
代
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
が
、
そ
の
前
に
ま
ず
、
い
く
つ
か
の
前
提
を
示
し
た
い
。

　
井
戸
の
年
代
は
出
土
遺
物
に
よ
っ
て
決
定
す
る
が
、
遺
物
の
年
代
が
掘
削
年
代
を
示
す
こ
と
は
少
い
。
そ
こ
で
井
戸
の
年
代
を
表
記
す
る
に

あ
た
っ
て
は
、
で
き
る
限
り
廃
棄
の
時
に
投
棄
さ
れ
た
と
考
え
え
た
遺
物
の
年
代
を
示
す
こ
と
に
す
る
。
そ
し
て
掘
削
の
年
代
に
つ
い
て
は
、

中
世
の
石
組
井
戸
に
お
い
て
す
ら
、
使
用
期
間
は
土
器
一
型
式
（
約
三
〇
年
）
程
度
で
あ
り
、
二
型
式
以
上
に
わ
た
る
こ
と
は
少
い
と
い
う
、

　
　
　
　
　
　
　
　
①

泉
拓
良
氏
の
研
究
成
果
を
前
提
と
し
、
使
用
期
問
が
重
要
な
意
味
を
も
つ
場
合
に
は
別
に
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
遺
物
に
よ
る
年
代
表
記
に
あ
た
っ
て
は
、
古
墳
時
代
中
期
以
前
は
土
器
様
式
名
で
示
し
、
以
後
に
つ
い
て
は
土
器
様
式
を
西
暦
年
代
に
お
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

か
え
て
表
記
す
る
こ
と
に
す
る
。
な
お
五
・
六
世
紀
は
田
辺
昭
三
氏
に
よ
る
須
恵
盟
編
年
、
七
・
八
世
紀
は
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

窺
書
・
藤
原
宮
・
平
城
宮
出
土
晶
の
研
究
成
果
に
依
拠
す
る
。
．
九
世
紀
以
後
は
私
自
身
の
年
代
観
に
よ
っ
て
示
す
。
な
お
出
土
遺
物
の
量
が
少

い
場
合
に
は
年
代
を
細
か
く
限
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
が
、
す
べ
て
示
す
年
代
の
一
点
で
廃
棄
さ
れ
た
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
。

　
年
代
は
以
上
の
表
記
を
底
本
と
す
る
が
、
同
時
に
、
弥
生
時
代
、
古
墳
時
代
、
古
代
、
中
世
、
近
世
の
時
代
区
分
名
を
併
せ
用
い
る
。
た
だ
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し
、
こ
の
各
時
代
を
ど
の
よ
う
に
定
義
し
、
そ
の
は
じ
ま
り
を
土
器
様
式
の
ど
の
段
階
に
あ
て
る
か
は
難
し
い
問
題
で
あ
る
。
そ
の
論
証
は
重

要
で
は
あ
る
が
、
本
稿
の
主
題
か
ら
は
外
れ
る
た
め
、
こ
こ
で
は
誤
解
を
避
け
る
こ
と
を
主
眼
と
し
て
、
私
の
考
え
を
示
す
の
に
と
ど
め
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

　
　
　
　
　
。
　
　
　
σ
　
　
　
　
0
　
　
0
　
　
　
G
　
　
O
　
　
G
　
　
O
　
O
　
　
　
　
　
私
は
弥
生
時
代
は
山
ノ
寺
・
夜
臼
－
式
土
器

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
墳
時
代
は
庄
内
式
土
器
の
時
期
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
時
期
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
代
は
六
世
紀
末
（
推
古
朝
）
、
中
世
は
＝
】
世

鵬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紀
中
頃
（
一
期
の
一
点
）
・
近
世
竺
六
世
紀

し
土
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
末
（
織
豊
政
権
期
）
が
そ
の
は
じ
ま
り
と
考
え

輯伽
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
。
そ
し
て
弥
生
時
代
は
小
林
行
雄
氏
に
よ
る

遺
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
様
式
区
分
、
古
墳
時
代
は
三
期
区
分
に
従
い
、

好彼
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
代
前
期
は
七
～
九
世
紀
、
古
代
後
期
は
一
〇

鎌
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
一
二
世
紀
初
め
、
中
世
前
期
は
一
二
世
紀
中

嫌
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
頃
一
日
中
世
後
引
弄
＝
ハ
世

嚇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紀
中
頃
、
近
世
前
期
は
一
六
世
紀
末
～
一
八
世

式
型
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
手
初
め
、
近
世
後
期
は
一
八
世
紀
中
頃
～
一
九

各炉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
世
紀
中
頃
の
意
味
で
用
い
る
。

2
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
年
代
表
記
の
方
針
で
井
戸
場
型
式
の
年

表　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
代
を
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
（
表
二
）
。
な
お
表

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
工
に
示
し
た
も
の
の
ほ
か
に
、
弥
生
中
期
（
巫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
W
）
の
よ
う
に
し
か
年
代
を
表
記
で
き
な
い

型式

條
AI BI Bli B田 BW BV BVI B顎 B田 B朕 CI CII C旧 CIV D王DII DW

E時o
塁
分

1 篭 ｛ 1

弥II 1 1 1 ■ 1
1

　搾

ha
恥　ユ3 1 1生
時
代 IV　8

！ ］⊥｝
V 34 4 6 2 ω｝（1） （1） ■
褥 19 1 1 （1＞ 1

籍 26 5 2 ・　i 1 i Ib古
墳
時
代
娼 正9 2 ｝ 昌
麦
田
’
f
～
8 1 1 」

i（・）
（1） 1

6 1 1 1214 1 1

前
期
ユ3 7 1 81g ・124 3 8 2

i
回
Ila

古
代

5 2 2　4　1　7 2
H十1 「

＿　〒　　←｛一

8 1 6　6　1　3下 3 1 □ 「 　　hlb後
期 15 513　12　5L 1 1伺国
38 4 18 10 口34 24 13 月 頭

　　…
ｳiia

ドlu

?
ｉ
?

12 16 5 2 5　4 2 14
　
　
　
4
…

世 1 ユ0 1 1 1 5 再後
期 i 1 12 5

1⊥
近鵬
5
2
5

1 2 ユ2 罪a

世播 10 1・ t 1　　　1 ユ7 21　i4
饗　6 12　　　　518 31　6

Wb
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も
の
が
多
数
あ
り
、
以
下
で
は
こ
れ
を
加
え
て
考
察
を
お
こ
な
う
。
ま
た
井
戸
報
告
文
献
は
稿
末
に
ま
と
め
た
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

　
①
A
類
素
掘
り
井
戸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
門
若
ご
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

　
A
工
類
素
掘
り
井
戸
　
　
奈
良
県
橿
原
市
藤
原
宮
S
E
」
四
七
五
（
弥
生
前
期
末
一
新
）
が
最
古
の
例
で
あ
り
、
弥
生
時
代
8
5
例
、
古
噴
時
代

79

瘁
A
古
代
6
6
例
、
中
世
語
例
、
近
世
6
6
例
を
数
え
る
。
弥
生
時
代
の
A
I
類
素
掘
り
井
戸
は
前
期
（
王
）
の
段
階
か
ら
存
在
す
る
が
薯
し
く

数
が
増
加
す
る
の
は
中
期
中
頃
（
皿
）
で
あ
る
。
こ
れ
以
後
、
古
墳
時
代
に
か
け
て
は
本
型
式
の
井
戸
が
盛
行
す
る
時
期
で
あ
る
。
た
だ
し
、

古
代
以
後
、
A
I
類
素
掘
り
井
戸
が
す
た
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
素
掘
り
井
戸
は
常
に
井
戸
側
が
腐
朽
し
た
り
、
抜
き
取
ら
れ
た
り
し
た
も
の

で
あ
る
可
能
性
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
土
質
条
件
に
よ
っ
て
は
特
別
の
施
設
を
設
け
る
必
要
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
濁
一
〕

　
A
■
類
ま
い
ま
い
ず
井
戸
　
　
東
京
都
府
中
市
武
蔵
国
府
推
定
地
図
田
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
地
虫
出
盛
（
古
代
後
期
）
ほ
か
若
干
の
例
が
あ
り
、

現
代
に
至
る
ま
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
関
東
ロ
ー
ム
層
が
厚
く
堆
積
す
る
地
域
に
お
け
る
特
殊
な
例
で
あ
ろ
う
。

　
②
　
8
類
木
組
井
戸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
葱
九
〕

　
B
工
類
丸
太
割
抜
き
井
戸
　
　
奈
良
県
磯
城
郡
田
原
期
中
中
古
遺
跡
井
戸
（
弥
生
中
期
初
め
一
）
が
最
も
古
い
例
で
あ
り
、
こ
れ
は
現
在
の
知

見
で
も
最
古
の
B
類
木
組
井
戸
で
あ
る
。
弥
生
時
代
7
例
、
古
墳
時
代
8
例
、
古
代
1
4
例
、
中
世
5
例
、
近
世
1
例
を
数
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
一
哲
〕

　
B
亙
皿
沼
板
組
無
支
持
井
戸
　
　
岡
山
県
都
窪
郡
上
東
遺
跡
P
－
3
、
P
－
4
（
弥
生
後
期
初
め
V
古
）
が
最
古
の
例
で
あ
り
、
弥
生
時
代
6

例
、
古
墳
時
代
3
例
、
古
代
前
期
3
例
を
数
え
る
。
1
2
例
中
9
例
ま
で
が
弥
生
後
期
（
V
）
～
古
墳
時
代
前
期
（
庄
内
～
布
留
）
に
集
中
し
て

い
る
が
、
以
後
も
少
数
は
存
在
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
互
〕

　
B
皿
類
縦
板
組
横
桟
ど
め
井
戸
　
静
岡
市
有
東
第
二
遺
跡
井
戸
（
弥
生
後
期
V
）
が
最
古
の
例
で
あ
り
、
井
戸
状
遺
構
と
報
告
さ
れ
る
静
岡
察

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
籟
〕

浜
松
市
伊
場
遺
跡
Y
G
I
（
弥
生
後
期
V
）
も
同
様
の
構
造
を
も
っ
て
い
る
。
弥
生
時
代
2
例
、
古
墳
時
代
2
例
、
古
代
2
6
例
、
中
世
5
4
例
、

近
代
1
例
を
数
え
る
。

　
B
W
類
縦
尊
慮
隅
柱
横
桟
ど
め
井
戸
　
　
隅
柱
を
も
つ
最
古
の
例
は
奈
良
県
磯
城
郡
田
原
添
町
唐
古
遺
跡
の
葭
を
立
て
続
ら
せ
る
井
戸
（
弥
生
後
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考（宇野）戸井

〔一

O
内
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
一
究
〕

期
V
）
で
あ
る
。
こ
れ
を
特
例
と
す
る
と
、
奈
良
県
橿
原
市
藤
原
宮
S
E
一
二
〇
五
（
七
世
紀
宋
）
が
次
に
古
い
例
で
あ
り
、
古
代
3
4
例
、
中

世
3
9
例
、
近
世
4
例
、
近
代
2
例
を
数
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
㎜
［
究
〕

　
B
V
類
横
板
組
隅
柱
ど
め
井
戸
　
こ
の
種
の
も
の
で
最
古
の
例
は
岡
山
県
真
庭
郡
落
合
町
下
市
瀬
遺
跡
井
戸
1
（
弥
生
後
期
V
）
で
あ
る
。
こ

れ
は
平
面
形
が
台
形
を
呈
し
、
両
側
か
ら
杭
で
固
定
す
る
点
で
通
例
の
も
の
と
異
る
。
こ
れ
を
特
例
と
す
る
と
、
奈
良
県
橿
原
市
藤
原
宮
S
E

　
　
　
　
　
　
　
〔
薩
一
】
〕

一
五
七
（
七
世
紀
後
半
）
が
最
古
の
例
で
あ
り
、
古
代
1
7
例
、
中
世
3
例
を
数
え
る
。

　
B
U
類
横
板
井
籠
組
井
戸
　
　
最
古
の
例
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
も
の
は
、
大
阪
府
東
大
阪
市
瓜
生
堂
遺
跡
B
地
区
井
戸
8
（
B
W
・
e
類
）
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
ニ
ニ
O
〕

あ
り
、
掘
り
方
か
ら
少
量
の
庄
内
式
土
器
が
出
土
し
て
い
る
。
ま
た
千
葉
県
木
更
津
市
菅
生
遺
跡
第
二
次
調
査
井
戸
（
B
W
・
b
類
）
は
鬼
高
期

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
≡
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
一
七
一
〕

（
古
墳
後
期
）
の
住
罵
に
伴
な
う
と
い
い
、
奈
良
黒
橿
原
市
藤
原
宮
S
E
一
三
八
二
（
六
世
紀
）
も
横
板
組
の
施
設
を
も
つ
。
た
だ
し
こ
の
3

例
は
確
実
な
例
で
は
な
く
、
こ
れ
を
保
留
す
る
な
ら
ば
、
最
古
の
例
は
奈
良
県
高
市
郡
明
日
香
村
飛
鳥
野
芒
宮
伝
承
地
大
井
戸
S
E
六
〇
〇
一

　
　
　
　
　
　
〔
一
望
二
誓
一
〕

（
B
W
・
a
類
）
で
あ
る
。
こ
の
井
戸
は
何
度
か
造
り
替
え
が
あ
り
、
七
世
紀
末
に
廃
棄
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
井
戸
に
つ
い
て
黒
崎
直
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

は
井
戸
側
が
最
下
段
し
か
残
っ
て
い
な
い
た
め
、
上
部
の
構
造
は
不
明
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
は
内
法
一
辺
約
一
・
三
m
の
大
型

井
戸
で
あ
り
、
ま
た
四
隅
に
各
ニ
ケ
所
、
上
部
の
部
材
と
結
合
す
る
馬
穴
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
お
そ
ら
く
は
井
籠
組
の
井
戸
で
あ
っ
た
と
推
測

す
る
。
こ
れ
ら
以
外
に
B
M
類
横
板
井
籠
組
井
戸
は
、
古
代
5
0
例
、
中
世
前
期
2
例
を
数
え
、
出
現
は
六
世
紀
に
遡
る
可
能
性
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
m
茎
〕

　
B
照
門
縦
板
粗
柚
ど
め
井
戸
　
　
奈
良
市
平
城
京
右
京
五
条
四
坊
三
坪
s
E
O
二
〇
（
八
世
紀
中
頃
）
が
最
古
の
例
で
あ
る
が
、
初
現
は
こ
れ

よ
り
や
や
遡
る
と
推
測
し
た
い
。
古
代
6
例
、
中
世
7
例
、
近
世
2
例
を
数
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
若
O
〕

　
8
油
類
曲
物
積
上
げ
井
戸
　
　
奈
良
市
平
城
京
左
京
五
条
一
坊
S
E
一
〇
八
一
（
八
世
紀
中
頃
）
が
最
古
の
例
で
あ
り
、
古
代
2
7
例
、
中
世
前

期
4
9
例
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
【
三
膠

　
B
翼
類
桶
積
上
げ
井
戸
　
　
福
岡
県
筑
紫
郡
大
宰
府
史
跡
S
£
七
四
五
（
～
二
世
紀
申
頃
）
が
最
古
の
例
で
あ
り
、
中
世
4
2
例
、
近
世
7
例
、

近
代
5
例
が
あ
る
。
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陶
　
C
類
石
組
井
戸

　
C
工
類
石
組
円
筒
形
井
戸
　
　
井
戸
に
石
を
使
用
し
た
可
能
性
が
あ
る
最
古
の
例
は
奈
良
県
桜
井
市
野
地
区
纒
向
遺
跡
土
墳
1
（
弥
生
後
期
末

〔一

a
l
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
釜
四
〕

V
新
）
で
あ
り
、
こ
れ
に
次
ぐ
も
の
は
熊
本
県
八
代
市
興
善
寺
町
興
善
寺
馬
場
遺
跡
井
戸
状
遺
構
（
六
世
紀
中
頃
）
で
あ
る
。
た
だ
し
こ
れ
は

石
組
の
井
戸
と
し
う
る
確
実
な
も
の
で
は
な
い
。
こ
れ
ら
を
保
留
す
る
と
奈
良
県
高
市
郡
明
日
香
村
大
官
大
寺
第
二
次
調
査
S
E
＝
六
（
七

　
　
　
　
　
　
〔
署
お

世
紀
第
皿
四
半
期
）
が
最
古
の
例
で
あ
る
。
古
代
6
例
、
中
世
推
誉
、
近
世
3
8
例
、
近
代
8
例
を
数
え
る
。
な
お
中
世
後
期
以
後
の
資
料
は
詳

細
な
報
告
が
な
さ
れ
る
こ
と
が
少
い
た
め
表
二
に
示
し
え
た
数
は
多
く
は
な
い
が
、
中
世
後
期
と
判
る
も
の
だ
け
で
5
7
例
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
6
凸

　
C
工
類
石
馬
す
り
鉢
形
井
戸
　
　
京
都
市
左
京
区
聖
護
院
河
原
町
京
大
病
院
構
内
A
F
1
4
区
S
E
一
四
（
十
二
世
紀
後
半
）
が
最
古
の
例
で
あ

り
、
中
世
前
期
の
1
1
例
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
二
果
～
二
篁
〕

　
C
蛭
類
石
組
袋
状
井
戸
　
　
確
実
な
も
の
と
し
て
は
和
歌
山
県
那
賀
郡
岩
出
町
根
来
寺
の
一
六
世
紀
の
例
が
あ
り
、
中
世
後
期
1
7
例
を
数
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
＝
九
〕

　
C
W
潮
切
石
組
円
筒
形
井
戸
　
　
京
都
市
上
京
区
相
国
寺
門
前
町
同
志
社
中
学
校
体
育
館
予
定
地
S
E
一
一
〇
四
ほ
か
、
近
世
後
期
2
例
、
近

代
3
例
が
あ
る
。

　
㈱
　
D
類
土
器
・
土
製
品
組
井
戸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
三
著
〕

　
D
工
面
堂
島
井
戸
　
　
福
岡
県
筑
紫
郡
大
宰
府
史
跡
S
X
一
五
七
三
（
一
一
世
紀
）
は
確
実
な
井
戸
と
認
定
さ
れ
て
い
な
い
が
本
型
式
の
最
古

の
例
で
あ
り
、
こ
の
ほ
か
に
中
世
の
7
例
が
あ
る
。
な
お
、
井
桁
・
水
溜
と
し
て
瓦
を
使
用
す
る
例
は
奈
良
県
生
駒
郡
斑
鳩
町
法
隆
寺
境
内
S

　
　
　
　
　
　
〔
一
八
囲

E
O
一
（
九
世
紀
）
ほ
か
、
時
期
の
遡
る
も
の
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
三
四
八
〕

　
D
x
類
土
器
組
井
戸
　
　
佐
賀
県
小
城
郡
三
碍
月
町
土
生
遺
跡
非
戸
杜
は
、
弥
生
中
期
（
皿
）
の
甕
を
用
い
て
い
る
が
、
こ
れ
は
お
そ
ら
く
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
モ
｝
〕

時
期
が
降
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
を
保
留
す
る
と
、
須
恵
器
聾
を
用
い
た
奈
良
県
橿
原
市
和
田
町
和
田
廃
寺
S
E
O
七
〇
（
七
世
紀
）
が
最

古
の
例
で
あ
る
。
た
だ
し
こ
の
型
式
の
井
芦
が
定
着
す
る
の
は
中
世
前
期
に
土
師
器
羽
釜
を
用
い
た
井
戸
を
つ
く
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
で
あ

る
。
古
代
1
例
、
中
世
前
期
2
0
例
が
あ
る
。
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〔
弱
四
〕

　
D
璽
類
土
管
組
井
戸
　
　
一
四
～
一
五
世
紀
と
報
告
さ
れ
て
い
る
、
奈
良
県
磯
城
郡
田
原
本
町
唐
古
鍵
遺
跡
S
E
O
一
が
最
古
の
例
で
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

中
世
後
期
の
大
阪
府
堺
市
逆
毛
濠
都
市
に
も
存
在
す
る
。
本
型
式
は
報
告
例
が
少
い
た
め
表
二
に
示
さ
な
か
っ
た
が
、
中
世
前
期
の
D
H
類
土

器
組
井
戸
と
近
世
の
D
y
類
博
組
井
戸
と
を
結
ぶ
型
式
と
し
て
重
要
で
あ
る
。

　
D
欝
欝
博
綴
（
井
戸
瓦
組
）
井
戸
　
近
世
1
4
例
、
近
代
6
例
が
あ
る
。
年
代
が
判
る
も
の
は
す
べ
て
近
世
後
期
（
一
八
世
紀
中
頃
以
後
）
で
あ

る
が
、
出
現
は
近
世
前
期
頃
と
考
え
る
。

　
D
T
類
漆
喰
組
井
戸
　
　
近
世
後
期
（
宋
）
4
例
、
近
代
6
例
が
あ
る
。

　
①
　
泉
拓
重
出
『
京
都
大
学
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
』
n
（
一
九
八
一
年
）
　
　
　
　
　
　
　
⑥
　
撮
中
琢
「
布
留
処
以
前
」
（
『
考
古
学
研
究
』
第
一
二
巻
第
二
号
、
一
九
六
五
年
）

　
②
　
門
辺
昭
三
『
須
恵
器
大
成
』
　
（
一
九
八
一
年
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦
　
小
林
行
雄
・
杉
原
荘
全
編
『
弥
生
式
土
器
集
成
』
本
編
1
（
一
九
六
四
年
）

　
③
　
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
『
飛
鳥
・
藤
原
宮
発
掘
調
査
報
藩
』
丑
（
一
九
七
九
　
　
　
　
　
小
林
行
雄
・
杉
原
荘
介
編
『
弥
生
式
土
器
集
成
』
本
編
2
（
一
九
六
八
年
）

　
　
年
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧
　
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
飛
鳥
藤
原
宮
跡
発
掘
調
査
部
技
官
西
口
寿
生
氏
か
ら

　
　
　
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
『
平
城
宮
発
掘
調
査
報
告
』
W
（
一
九
七
六
年
）
　
　
　
　
　
　
御
教
示
を
戴
い
た
。

　
④
泉
編
前
掲
書
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨
黒
崎
前
掲
書

　
⑤
山
崎
純
男
「
弥
生
文
化
成
立
期
に
お
け
る
土
器
の
編
年
的
研
究
」
（
鏡
山
濫
先
　

⑩
堺
市
教
育
委
員
会
森
村
健
一
氏
に
御
教
示
を
戴
い
た
。

　
　
生
古
稀
記
念
『
古
文
化
論
孜
』
一
九
八
○
年
）

四
　
井
戸
の
歴
史

考（宇野）戸井

　
井
戸
の
個
々
の
型
式
の
年
代
は
前
章
で
示
し
た
よ
う
に
長
期
に
わ
た
る
も
の
が
．
多
い
。
し
か
し
こ
れ
を
重
ね
合
わ
せ
、
各
時
代
で
主
に
用
い

た
型
式
の
変
化
に
着
目
す
る
と
、
い
く
つ
か
の
段
階
を
設
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
こ
れ
を
大
き
く
ま
と
め
る
と
、
1
期
“
B
類
木
組

井
戸
を
用
い
る
が
、
A
I
類
素
掘
り
井
戸
が
主
体
を
な
す
弥
生
～
古
墳
時
代
、
1
期
”
B
類
木
組
井
戸
が
主
体
を
な
す
古
代
、
終
期
”
C
類
石

組
井
戸
が
主
体
を
な
す
中
世
、
W
期
“
C
類
石
組
井
戸
に
加
え
て
D
類
土
製
悪
血
井
戸
が
普
及
す
る
近
世
～
近
代
、
と
い
う
四
期
を
設
定
で
き

る
つ
ま
た
B
類
木
組
井
戸
、
C
類
石
組
井
戸
、
D
類
土
器
・
土
製
品
組
井
戸
そ
れ
ぞ
れ
に
も
一
定
の
変
化
が
あ
る
。
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こ
れ
を
技
術
的
側
面
か
ら
み
る
と
素
材
と
構
造
の
変
化
は
よ
り
堅
牢
な
井
戸
、
よ
り
深
い
井
戸
、
よ
り
簡
便
に
造
り
う
る
井
戸
へ
の
発
達
の

歴
史
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
こ
の
技
術
革
新
は
短
期
間
に
達
成
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
地
域
毎
に
異
る
様
相
が
現
わ
れ
る
。

井
戸
の
歴
史
を
知
る
た
め
に
は
、
新
し
い
型
式
の
普
及
の
過
程
と
、
普
及
に
あ
た
っ
て
主
導
的
な
役
割
り
を
果
た
し
た
地
域
と
に
着
目
す
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
こ
の
よ
う
に
み
る
な
ら
ば
、
1
期
は
弥
生
後
期
に
、
周
期
は
一
〇
世
紀
に
、
皿
期
は
一
四
世
紀
に
、
W
期
は
一

八
世
紀
に
重
要
な
画
期
が
あ
る
と
言
え
る
。
以
下
で
は
ま
ず
冒
本
の
井
戸
の
は
じ
ま
り
に
つ
い
て
検
討
し
た
後
に
、
近
代
に
至
る
導
管
の
内
容

に
つ
い
て
示
す
こ
と
に
す
る
。

　
丼
戸
の
は
じ
ま
り
　
　
現
在
、
日
本
で
井
戸
と
報
告
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
す
べ
て
弥
生
前
期
（
1
）
以
後
で
あ
る
。
そ
し
て
中
国
で
は
神
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

に
は
す
で
に
、
井
桁
・
釣
瓶
を
備
え
た
土
製
品
組
の
井
戸
が
普
及
す
る
段
階
に
達
し
て
い
て
、
弥
生
時
代
の
井
戸
と
異
る
点
が
多
い
。
中
国
の

井
戸
で
弥
生
時
代
の
井
戸
と
関
連
す
る
可
能
性
が
あ
る
の
は
、
最
古
の
稲
作
で
知
ら
れ
る
漸
江
省
余
風
県
河
撫
渡
村
単
葉
渡
遺
跡
の
木
組
井
戸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

（
第
二
層
、
新
石
器
時
代
中
期
）
で
あ
ろ
う
。
こ
の
井
戸
は
方
形
で
覆
屋
を
も
ち
、
弥
生
前
・
中
期
の
井
戸
と
少
な
か
ら
ぬ
相
違
点
を
も
つ
。

し
か
し
江
南
の
稲
作
文
化
が
途
中
の
地
で
変
容
し
つ
つ
肩
本
へ
伝
わ
り
、
弥
生
時
代
が
は
じ
ま
る
に
あ
た
っ
て
井
戸
を
掘
る
と
い
う
知
識
・
技

術
が
伝
え
ら
れ
た
可
能
性
は
十
分
に
考
慮
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
他
方
、
考
え
る
べ
き
点
は
弥
生
前
期
を
中
心
に
し
て
掘
削
さ
れ
る
袋
状
ピ
ッ
ト
に
つ
い
て
で
あ
る
。
こ
の
遺
構
の
多
く
が
食
料
貯
蔵
穴
で
あ

る
こ
と
に
は
異
論
が
な
い
。
た
だ
し
、
こ
の
う
ち
不
透
水
層
に
掘
り
込
ま
れ
た
も
の
の
一
部
に
は
水
を
貯
え
る
た
め
の
も
の
が
あ
っ
た
の
で
は

　
　
　
　
　
　
③
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

な
い
か
と
考
え
る
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
袋
状
ピ
ッ
ト
は
華
北
で
は
新
石
器
時
代
以
後
、
長
く
用
い
ら
れ
る
が
、
臼
本
で
も
縄
文
中
期
以
後
に

　
　
　
　
　
　
　
⑤

多
く
の
類
例
が
あ
る
。
な
お
水
溜
め
は
地
下
水
を
利
用
す
る
井
戸
と
は
区
別
す
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
食
料
貯
蔵
穴
を
掘
削
す
る
場

合
に
重
要
な
点
は
湿
気
の
防
止
に
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
習
慣
を
持
つ
人
々
は
、
地
下
を
掘
削
す
る
と
水
が
湧
く
こ
と
が
あ
る
こ
と
を
知
っ

て
い
た
は
ず
で
あ
り
、
そ
れ
を
利
用
し
な
か
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
。
ま
た
少
数
で
は
あ
る
が
貯
蔵
穴
が
湧
水
層
に
ま
で
．
達
し
、
竪
果
類
の
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

ク
抜
き
に
用
い
た
と
さ
れ
る
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
は
縄
文
時
代
に
地
下
水
が
物
量
さ
れ
た
例
と
み
な
せ
る
で
あ
ろ
う
。
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考（宇野）戸井

　
こ
の
よ
う
に
弥
生
時
代
の
井
戸
が
江
爾
地
方
の
系
譜
を
ひ
く
か
、
縄
文
踊
字
の
系
譜
を
ひ
く
か
は
、
決
め
難
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
そ
し
て
、

し
い
て
述
べ
る
な
ら
ば
、
い
ず
れ
か
に
決
す
る
よ
り
も
弥
生
時
代
の
多
く
の
地
域
の
井
戸
は
そ
の
両
者
が
基
に
な
り
、
素
掘
り
の
井
戸
か
ら
発

達
し
た
と
す
る
方
が
、
そ
の
変
化
を
理
解
し
や
す
い
と
考
え
る
。
た
だ
し
縄
文
時
代
に
「
井
戸
」
が
存
在
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
井
戸
前
史

と
し
て
弥
生
時
代
以
後
と
区
別
し
た
い
。
そ
の
理
由
は
数
と
技
術
革
新
の
早
さ
と
に
お
い
て
、
縄
文
時
代
と
弥
生
時
代
以
後
と
で
は
非
常
に
大

き
な
差
異
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
多
く
の
新
し
い
技
術
体
系
を
も
ち
稲
作
を
基
盤
と
す
る
弥
生
社
会
が
確
立
し
た
段
階
で
、
は
る
か
に

安
定
し
た
定
住
生
活
を
営
む
よ
う
に
な
り
、
井
戸
が
重
要
な
位
置
を
占
め
た
か
ら
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
q
⇒
井
戸
－
期

　
弥
生
前
・
中
期
（
1
～
W
）
を
I
a
期
、
弥
生
後
期
（
V
）
～
古
墳
時
代
を
一
b
期
と
す
る
。

　
エ
a
期
　
　
3
6
例
の
井
戸
が
あ
り
、
こ
の
う
ち
確
実
に
B
類
木
組
井
戸
で
あ
る
の
は
、
奈
良
県
唐
古
遺
跡
の
B
I
類
丸
太
劇
抜
き
井
戸
1
例

（
約
3
％
）
で
あ
る
。
他
は
す
べ
て
A
至
類
素
掘
り
井
戸
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
時
期
に
北
九
州
地
方
で
は
板
組
の
井
戸
が
用
い
ら
れ
て
い

た
可
能
性
も
あ
る
。
福
岡
県
西
区
有
田
遺
跡
一
号
井
戸
（
弥
生
中
期
後
半
～
後
期
初
め
皿
新
～
W
）
か
ら
は
加
工
し
た
木
材
が
出
土
し
て
、
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
一
一
憂
〕

れ
が
井
戸
材
で
あ
る
可
能
性
が
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
福
岡
市
博
多
区
板
付
遺
跡
第
三
号
井
戸
（
弥
生
中
期
中
頃
顕
）
は
、
そ
だ
壁
で
あ
る
可

　
　
　
ハ
三
翌
〕

能
性
が
あ
る
。
そ
し
て
畿
内
の
丸
太
創
抜
き
の
技
術
は
、
丸
木
舟
を
製
作
し
た
縄
文
時
代
の
木
工
技
術
の
系
譜
を
ひ
く
可
能
性
が
あ
り
、
北
九

州
地
方
に
こ
の
時
期
、
板
組
の
井
戸
が
存
在
す
る
な
ら
ば
、
江
南
地
方
な
い
し
南
朝
鮮
の
系
譜
を
ひ
く
と
考
え
る
。

　
分
布
に
つ
い
て
み
る
と
、
3
6
例
中
、
北
九
州
地
方
9
例
（
2
5
％
）
、
畿
内
2
6
例
（
約
7
2
％
）
、
東
海
地
方
1
例
（
約
3
％
）
で
あ
り
、
畿
内
の

　
　
　
　
　
　
⑦

中
で
は
畿
内
南
部
が
2
6
例
中
2
3
例
を
占
め
る
。

　
玉
a
期
は
、
A
一
類
素
掘
り
井
戸
が
大
多
数
を
占
め
る
が
、
井
壁
を
保
護
す
る
技
術
が
用
い
ら
れ
つ
つ
あ
っ
た
段
階
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
分
布
の
中
心
は
北
九
州
地
方
と
畿
内
南
部
と
に
あ
る
。

　
エ
わ
期
　
　
I
b
期
に
つ
い
て
は
ま
ず
弥
生
後
期
（
V
）
を
み
る
こ
と
に
す
る
。
こ
の
時
期
の
井
戸
の
報
告
は
4
6
例
あ
り
、
A
I
類
素
掘
り
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井
戸
3
4
例
（
約
7
4
％
）
、
B
類
木
組
井
戸
1
2
例
（
約
2
6
％
）
で
あ
る
。
B
類
木
組
井
戸
の
中
で
は
、
B
I
類
丸
太
劇
抜
き
井
戸
4
例
（
約
3
3
％
）
、

B
丑
類
縦
板
組
無
支
持
井
戸
6
例
（
5
0
％
）
、
B
皿
類
響
板
組
横
桟
ど
め
井
戸
2
例
（
約
1
7
％
）
で
あ
る
。

　
分
布
を
み
る
と
、
北
九
州
地
方
3
例
（
約
7
％
）
、
瀬
戸
内
東
部
（
吉
備
）
1
2
例
（
約
2
6
％
）
、
畿
内
2
3
例
（
5
0
％
）
、
東
海
地
方
7
例
（
1
5

％
）
、
北
陸
地
方
1
例
（
約
2
％
）
で
あ
る
。
ま
た
畿
内
で
は
畿
内
南
部
が
2
3
血
中
1
9
例
を
占
め
る
。
B
類
木
組
井
戸
の
分
布
を
み
る
と
、
B

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
歪
〕

1
類
丸
太
婆
抜
き
井
戸
は
北
陸
の
一
例
を
除
く
と
畿
内
に
分
布
す
る
。
ま
た
畿
内
に
は
大
阪
府
和
泉
市
池
上
遺
跡
M
地
区
第
三
号
井
戸
の
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
漏
二
六
〕

に
丸
太
劇
抜
き
材
の
四
周
に
拍
板
を
用
い
る
例
は
あ
る
が
、
黒
板
組
だ
け
の
井
戸
は
ま
だ
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。
他
方
、
瀬
戸
内
東
部
に
は
B

H
・
a
露
盤
板
組
無
支
持
円
形
井
戸
が
分
布
す
る
。
ま
た
東
海
地
方
に
は
B
豆
・
b
類
意
板
組
無
支
持
方
形
井
戸
と
B
巫
類
縦
翻
転
横
桟
ど
め
井

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
発
〕

戸
と
い
う
方
形
の
井
戸
が
分
布
し
、
円
形
の
木
組
み
井
戸
は
一
例
だ
け
で
あ
る
。

　
至
b
期
に
は
A
I
類
素
掘
り
井
戸
が
主
体
を
な
す
が
、
B
類
木
組
井
戸
も
広
く
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
分
布
は
北
九
州
地
方
で
著
し
く

減
少
し
、
瀬
戸
内
東
部
と
東
海
地
方
に
お
い
て
増
加
す
る
が
、
最
大
の
中
心
地
は
畿
内
南
部
に
あ
る
。
ま
た
こ
の
井
戸
の
多
い
地
域
を
単
位
と

し
て
、
B
類
木
組
井
戸
に
一
定
の
地
域
差
を
生
じ
て
い
る
。
こ
の
様
相
は
I
a
期
と
は
大
き
く
異
り
、
画
期
と
し
て
重
視
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
二
茜
〕

　
次
に
古
墳
時
代
と
弥
生
後
期
（
V
）
と
の
差
異
を
み
る
と
、
布
留
式
土
器
の
時
期
に
、
畿
内
周
辺
部
に
B
I
類
丸
太
撃
抜
き
井
戸
が
拡
ま
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鶯
翌
〕

逆
に
畿
内
で
も
縦
発
生
の
井
戸
が
採
用
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
た
だ
し
現
在
、
こ
れ
を
画
期
と
し
て
呈
示
す
る
に
は
ま
だ
資
料
が
不
足
し
て

い
る
。
ま
た
横
板
組
や
石
組
の
井
戸
の
よ
う
に
後
の
時
期
に
盛
行
す
る
型
式
の
井
戸
が
古
墳
時
代
に
生
ま
れ
た
可
能
性
も
あ
る
が
、
主
要
な
型

式
は
弥
生
後
期
（
V
）
以
来
の
も
の
で
あ
る
（
表
二
）
。

　
古
墳
時
代
の
井
戸
は
9
2
例
を
数
え
、
A
I
類
素
掘
り
井
戸
7
9
例
（
約
8
6
％
）
、
B
類
木
組
井
戸
1
3
例
（
約
1
4
％
）
で
あ
る
。
報
告
例
が
多
い

布
留
式
土
器
の
時
期
（
五
世
紀
を
除
く
）
に
限
っ
て
も
、
3
4
例
中
8
例
（
約
2
4
％
）
が
木
組
B
類
井
戸
で
あ
り
、
弥
生
後
期
と
同
程
度
の
比
率

で
あ
る
。
こ
れ
は
、
お
そ
ら
く
古
墳
時
代
の
有
力
者
の
居
館
に
つ
い
て
の
調
査
が
端
緒
に
つ
い
た
ば
か
り
で
あ
る
こ
と
を
反
映
し
て
い
る
の
で

あ
ろ
う
。
し
か
し
、
古
墳
時
代
に
お
い
て
も
竪
穴
住
居
に
住
む
よ
う
な
人
々
は
A
I
類
素
掘
り
井
戸
を
使
う
こ
と
が
多
か
っ
た
と
推
測
す
る
。
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考（宇野）戸井

　
分
布
を
み
る
と
北
九
州
地
方
9
例
（
約
1
0
％
）
、
瀬
戸
内
東
部
7
例
（
約
8
％
）
、
山
陰
地
方
1
例
（
約
1
％
）
、
畿
内
7
0
例
（
約
7
6
％
）
、
紀

伊
2
例
（
約
2
％
）
、
東
海
地
力
3
例
（
約
3
％
）
で
あ
る
。
ま
た
畿
内
の
7
0
例
中
、
畿
内
南
部
が
5
6
例
を
占
め
る
。

　
古
墳
時
代
の
井
戸
は
今
後
の
集
落
調
査
の
進
展
に
よ
っ
て
時
期
区
分
が
可
能
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
特
に
発
掘
例
の
少
い
五
世
紀
後
半
か
ら
六

世
紀
に
か
け
て
、
畿
内
で
は
木
組
B
類
井
戸
の
比
率
が
増
し
新
し
い
型
式
も
出
現
し
て
井
戸
∬
期
の
前
段
階
を
な
し
た
可
能
性
が
青
恥
い
と
考
え

る
。
し
か
し
現
在
の
知
見
で
は
主
要
な
B
類
木
組
井
戸
の
型
式
は
、
弥
生
後
期
（
V
）
以
来
の
も
の
で
あ
り
、
六
世
紀
に
お
い
て
も
相
当
数
の

A
I
類
素
掘
り
井
戸
を
使
用
し
て
い
る
。
ま
た
分
布
の
中
心
が
畿
内
南
部
に
あ
る
こ
と
も
弥
生
後
期
（
V
）
以
来
、
変
化
が
な
い
。
そ
こ
で
こ

れ
を
I
b
期
に
含
め
、
そ
の
細
分
は
資
料
の
増
加
を
待
っ
て
行
な
う
こ
と
に
す
る
。

　
②
井
戸
工
期

　
七
～
九
世
紀
を
H
a
期
、
一
〇
～
一
二
世
紀
初
め
を
H
b
期
と
す
る
。

　
笠
a
期
　
　
豆
a
期
の
井
戸
は
螂
例
あ
り
、
比
率
は
A
一
類
素
掘
り
井
戸
2
8
例
（
約
1
7
％
）
、
B
類
木
組
井
戸
鋭
例
（
約
8
0
％
）
、
C
類
石
組

井
戸
3
例
（
約
2
％
）
、
D
∬
類
土
器
組
井
戸
1
例
（
約
1
％
）
で
あ
り
、
B
類
木
組
井
戸
が
多
数
を
占
め
る
。
少
く
と
も
畿
内
で
は
、
ほ
と

ん
ど
の
階
層
の
人
々
が
木
組
の
井
戸
を
用
い
え
た
と
推
測
で
き
る
こ
と
が
古
墳
時
代
と
大
き
く
異
る
点
で
あ
る
。
た
だ
し
黒
崎
直
隠
が
示
す
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

う
に
B
類
木
組
井
戸
の
各
型
式
と
規
模
と
に
は
格
式
の
差
が
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
重
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
B
類
木
組
井
戸
鋭
例
中
の
比
率
を
み
る
と
、
B
I
類
丸
太
掘
抜
き
井
戸
1
2
例
（
約
9
％
）
、
B
H
類
縦
板
組
無
支
持
井
戸
3
例
（
約
2
％
）
、

B
駐
輪
縦
板
組
横
桟
ど
め
井
戸
1
0
例
（
約
8
％
）
、
B
W
類
縦
板
組
紐
柱
横
桟
ど
め
井
戸
2
3
例
（
約
1
8
％
）
、
B
V
類
横
板
組
霜
柱
ど
め
井
戸
1
5

例
（
約
1
1
％
）
、
B
W
類
横
板
井
籠
組
井
戸
4
6
例
（
約
3
5
％
）
、
　
B
覇
類
縦
板
組
櫓
ど
め
井
戸
5
例
（
約
4
％
）
、
　
B
皿
類
曲
物
積
上
げ
井
戸
1
7

例
（
約
1
3
％
）
と
な
る
。
B
類
木
組
井
戸
に
多
く
の
種
類
が
あ
る
こ
と
と
、
B
雁
類
横
板
井
籠
組
井
戸
の
比
率
が
高
い
こ
と
に
こ
の
蒔
期
の
特

色
が
あ
る
。

　
黒
崎
直
氏
は
、
平
城
宮
に
お
い
て
、
内
裏
に
は
B
I
類
丸
太
割
抜
き
井
戸
が
あ
り
、
官
衙
に
は
B
W
類
横
板
較
量
組
井
戸
が
多
い
こ
と
を
明
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ら
か
に
し
た
。
そ
し
て
同
氏
は
「
大
膳
職
・
造
酒
司
」
の
大
型
井
戸
を
除
く
と
、
横
板
井
籠
組
井
戸
の
一
辺
の
内
法
に
は
一
・
一
m
か
ら
一
・

六
五
羅
ま
で
の
ほ
ぼ
六
段
階
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
宮
内
の
中
枢
か
ら
離
れ
た
地
域
や
習
習
に
お
い
て
は
縦
三
組
や
曲
物
の
井
戸
が
多
い
こ
と
を

示
し
、
横
板
井
籠
組
井
戸
が
、
宮
内
で
は
役
所
の
格
式
を
、
京
内
で
は
、
そ
こ
に
住
む
人
の
官
位
を
反
映
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
明

ら
か
に
し
て
い
る
。
こ
れ
に
付
け
加
え
る
な
ら
ば
、
駅
内
や
京
外
の
横
板
井
籠
組
井
戸
の
ほ
と
ん
ど
は
一
辺
の
内
法
が
一
・
二
m
以
下
で
あ
り
、

B
W
・
d
・
e
・
f
類
の
比
率
が
高
い
と
言
え
る
。
そ
し
て
丸
太
創
抜
き
の
井
戸
と
縦
板
倉
の
井
戸
が
、
弥
生
時
代
後
期
以
後
に
広
く
普
及
し
た

型
式
で
あ
る
の
に
対
し
て
横
板
蒸
籠
組
井
戸
が
こ
の
時
期
に
著
し
く
盛
行
す
る
こ
と
は
特
筆
す
べ
き
点
で
あ
る
。
先
に
示
し
た
よ
う
に
横
板
組

の
井
戸
は
古
墳
時
代
後
期
に
は
出
現
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
が
、
平
城
宮
官
衙
の
井
戸
の
直
接
の
祖
型
は
奈
良
梁
高
市
郡
明
日
香
村
板
蓋
宮

伝
承
地
大
井
戸
（
B
W
・
a
類
）
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
こ
と
を
含
め
井
戸
に
お
け
る
古
代
夢
解
網
の
は
じ
ま
り
を
七
世
紀
の
ど
の

段
階
に
求
め
う
る
か
、
も
し
く
は
よ
り
遡
る
か
ど
う
か
は
重
要
な
問
題
で
あ
る
。
発
掘
例
で
は
七
世
紀
の
B
類
木
組
井
戸
は
大
多
数
が
七
世
紀

後
半
～
末
に
属
す
る
。
し
か
し
七
世
紀
前
半
は
、
そ
れ
と
異
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
発
掘
例
が
少
い
こ
と
に
よ
る
。
私
が
七
世
紀
以
後
を

H
a
期
に
あ
て
る
の
は
、
飛
鳥
黒
蓋
宮
伝
承
地
大
井
戸
を
七
世
紀
中
頃
の
横
板
井
籠
組
井
戸
と
認
め
、
こ
の
完
備
し
た
井
戸
の
出
現
と
B
類
木

組
井
戸
の
普
及
は
、
そ
れ
よ
り
や
や
以
前
、
推
古
朝
頃
に
ま
で
は
遡
る
で
あ
ろ
う
と
推
測
す
る
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
し
飛
鳥
愚
智
宮
伝
承
地
大

井
戸
は
最
下
段
の
井
戸
側
し
か
残
っ
て
い
な
い
た
め
、
本
来
は
内
裏
の
井
戸
に
連
な
る
大
規
模
な
丸
太
突
抜
き
井
戸
で
あ
っ
た
可
能
性
も
否
定

は
で
き
な
い
。
現
在
得
ら
れ
る
確
実
な
資
料
に
よ
る
な
ら
ば
井
戸
豆
a
期
の
状
況
は
七
世
紀
末
以
後
に
は
確
実
に
あ
っ
て
、
そ
れ
以
前
に
も
他

と
隔
絶
し
た
格
式
を
も
つ
井
戸
が
存
在
し
た
ら
し
い
と
す
る
の
が
無
難
な
所
で
あ
り
、
こ
れ
が
遡
る
と
す
る
の
は
私
の
推
測
で
あ
る
。
こ
の
問

題
の
解
決
は
六
・
七
世
紀
の
類
例
の
増
加
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
な
お
分
布
に
つ
い
て
み
る
と
、
螂
置
型
、
北
九
州
地
方
1
2
例
（
約
7
％
）
、
瀬
戸
内
東
部
5
例
（
約
3
％
）
、
畿
内
餌
例
（
約
8
2
％
）
、
紀
伊

1
例
（
約
1
％
）
、
東
海
地
方
7
例
（
約
4
％
）
、
関
東
地
方
2
例
（
約
1
％
）
、
東
北
地
方
2
例
（
約
1
％
）
で
あ
る
。
畿
内
で
は
畿
内
南
部

が
翅
例
中
之
例
を
占
め
る
。
そ
し
て
藤
原
京
と
平
誠
京
と
に
幽
土
類
が
多
い
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
除
く
畿
内
南
部
か
ら
も
少
な
か
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考（宇野）戸弁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
量
〕

ら
ず
出
土
し
、
分
布
の
中
心
を
な
し
て
い
る
。
ま
た
福
島
県
西
白
河
郡
東
村
佐
平
林
遺
跡
か
ら
B
W
・
d
類
横
板
井
黒
黒
井
戸
（
九
世
紀
前
半
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
罎

秋
田
市
寺
内
秋
田
城
跡
か
ら
B
W
・
a
類
彫
板
組
太
柄
ど
め
井
戸
（
八
世
紀
中
頃
）
が
出
土
し
て
い
る
こ
と
は
、
H
＆
期
の
井
戸
の
分
布
を
考

え
る
上
で
重
要
な
点
で
あ
る
。

　
亙
恥
期
　
　
H
b
期
が
豆
a
期
と
大
き
く
異
る
点
は
、
B
W
類
横
板
井
籠
組
井
戸
が
著
し
く
少
く
な
る
こ
と
と
、
畿
内
南
部
が
群
を
ぬ
い
て

分
布
の
中
心
を
な
す
と
い
う
弥
生
時
代
後
期
（
V
）
以
後
、
一
貫
し
て
続
い
た
状
態
に
変
化
が
生
じ
る
こ
と
に
あ
る
。

　
H
b
期
の
井
戸
8
7
例
中
、
A
I
類
素
掘
り
井
戸
3
6
例
（
約
4
1
％
）
、
B
類
木
組
井
戸
4
4
例
（
約
5
1
％
）
、
C
類
石
組
井
戸
5
例
（
約
6
％
）
D

類
土
器
・
土
製
昴
組
井
戸
2
例
（
約
2
％
）
で
あ
る
。
A
毛
類
素
掘
り
井
戸
が
増
加
す
る
の
は
東
国
を
中
心
と
し
て
素
掘
り
の
井
戸
を
盛
ん
に

掘
削
す
る
よ
う
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
畿
内
に
限
る
と
、
A
I
類
素
掘
り
井
戸
の
比
率
は
約
2
0
％
と
な
る
。

　
B
類
木
組
井
戸
4
4
例
中
の
比
率
は
、
B
I
類
丸
太
割
抜
き
井
戸
2
例
（
約
5
％
）
、
B
皿
融
解
岩
組
横
桟
ど
め
井
戸
1
6
例
（
約
3
6
％
）
、
B
W

類
縦
樋
組
遠
藤
横
桟
ど
め
井
戸
1
0
例
（
約
2
3
％
）
、
B
V
類
横
板
組
隅
柱
ど
め
井
戸
2
例
（
約
5
％
）
、
B
W
類
横
板
井
籠
組
井
戸
5
例
（
約
1
1

％
）
、
B
畷
類
曲
物
積
上
げ
井
戸
9
例
（
約
2
0
％
）
で
あ
る
。
こ
の
構
成
は
H
a
期
と
変
わ
る
と
こ
ろ
は
な
い
が
、
B
W
・
b
類
横
板
井
籠
組
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
暫
＝
膨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

違
い
柄
ど
め
井
戸
は
福
岡
県
筑
紫
郡
大
宰
府
出
土
S
E
八
七
二
が
一
〇
徴
紀
初
め
に
降
る
可
能
性
が
あ
る
ほ
か
は
類
例
が
知
ら
れ
て
い
な
い
。

平
安
京
で
は
京
都
市
南
区
唐
橋
西
寺
町
西
寺
跡
か
ら
一
辺
の
内
法
二
・
二
〇
皿
の
B
W
・
b
類
横
板
辞
世
組
井
戸
（
九
世
紀
中
頃
）
が
出
土
し
て

　
m
δ
O
〕

い
る
が
、
以
後
こ
の
よ
う
な
例
は
な
い
。
こ
れ
は
平
安
京
の
富
内
は
遺
構
の
遣
存
度
が
悪
い
こ
と
に
よ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
井
戸
は

も
っ
と
も
残
り
や
す
い
遺
構
で
あ
り
、
現
在
の
知
見
で
は
∬
b
期
に
こ
の
種
の
大
型
井
戸
を
ほ
と
ん
ど
つ
く
ら
な
く
な
っ
た
と
考
え
う
る
。

　
分
布
を
み
る
と
、
8
7
例
中
、
北
九
州
地
方
3
0
例
（
約
3
4
％
）
、
瀬
戸
内
東
部
1
例
（
約
1
％
）
、
畿
内
4
2
例
（
約
4
8
％
）
、
東
海
地
方
6
例
（
約

7
％
）
、
北
陸
地
方
1
例
（
約
1
％
）
、
関
東
地
方
5
例
（
約
6
％
）
、
東
北
地
方
2
例
（
約
2
％
）
で
あ
る
。
畿
内
の
中
で
は
4
2
例
中
、
畿
内

南
部
が
2
0
例
と
な
る
。
こ
の
時
期
の
分
布
は
、
北
九
州
地
方
を
は
じ
め
と
す
る
畿
外
の
地
域
で
出
土
例
が
増
加
す
る
一
方
、
畿
内
南
部
と
畿
内

北
部
の
出
土
数
が
ほ
ぼ
拮
抗
し
て
く
る
点
に
豆
a
期
と
の
大
き
な
差
異
が
あ
る
。
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㈲
井
戸
頭
期

　
一
二
世
紀
中
頃
～
一
四
世
紀
を
皿
a
期
、
　
一
五
世
紀
～
一
六
世
紀
中
頃
を
運
b
期
と
す
る
。

　
皿
a
期
　
　
先
に
中
世
を
C
類
石
組
非
戸
の
時
期
と
し
た
が
、
皿
a
期
に
つ
い
て
各
型
式
の
比
率
を
計
算
す
る
と
、
B
類
木
組
井
戸
の
比
率

が
C
類
石
組
井
戸
の
比
率
よ
り
、
は
る
か
に
多
い
数
値
と
な
る
地
域
が
多
い
。
こ
れ
を
重
視
す
る
な
ら
ば
中
世
前
期
に
は
古
代
後
期
の
井
戸
の

様
相
が
色
濃
く
残
存
し
た
と
言
え
る
。
し
か
し
、
私
は
こ
の
側
面
を
認
め
つ
つ
姐
a
期
を
互
b
期
と
区
別
し
て
C
類
石
組
井
戸
の
時
代
に
含
め

た
い
の
は
以
下
の
理
由
に
よ
る
。

　
井
戸
∬
期
に
つ
い
て
は
、
井
戸
各
型
式
の
比
率
を
全
国
　
率
に
計
算
し
た
が
、
皿
a
期
に
は
井
戸
型
式
の
地
域
差
が
顕
在
化
す
る
た
め
、
こ

の
方
法
は
有
効
で
な
く
な
る
。

　
皿
a
期
の
井
戸
に
お
け
る
地
域
区
分
は
次
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
e
B
類
木
組
井
戸
と
C
類
石
組
井
戸
を
併
せ
用
い
る
畿
内
北
部
、
⇔
B

類
木
組
井
戸
と
D
H
類
土
器
組
井
戸
を
併
せ
用
い
る
畿
内
爾
部
、
⇔
B
類
木
組
井
戸
を
用
い
る
西
国
、
㈲
B
類
木
組
井
戸
を
用
い
る
が
多
数
の

A
一
類
素
掘
り
井
戸
を
掘
削
す
る
菓
国
、
で
あ
る
。
こ
れ
を
簡
単
に
表
現
す
る
と
、
古
代
に
は
あ
ま
り
用
い
な
か
っ
た
素
材
を
採
用
し
た
地
域

が
畿
内
で
あ
り
、
そ
の
他
の
地
域
で
は
、
古
代
と
同
じ
素
材
を
用
い
つ
つ
、
新
し
い
型
式
を
生
み
出
し
て
い
っ
た
と
い
え
る
。

　
畿
内
北
部
で
は
5
2
例
の
井
戸
が
あ
り
そ
の
う
ち
C
類
石
組
井
戸
は
3
0
例
（
約
5
8
％
）
で
あ
る
。
こ
の
C
類
石
組
井
戸
が
ど
の
よ
う
に
採
用
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
欝
究
〕

れ
た
か
を
知
り
え
る
例
と
し
て
京
都
市
左
京
区
白
皮
院
河
原
町
京
大
病
院
構
内
A
F
1
4
区
白
河
北
殿
北
辺
遺
跡
が
あ
る
。
本
遺
跡
か
ら
出
土
し

た
井
戸
を
時
期
別
に
整
理
し
た
泉
拓
良
氏
は
各
時
期
に
お
い
て
二
つ
の
井
戸
を
組
み
合
わ
せ
て
用
い
、
常
に
地
形
の
高
い
位
置
に
B
類
木
組
井

戸
、
低
い
位
置
に
C
類
石
組
井
戸
を
設
け
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
当
時
の
人
々
は
、
依
然
と
し
て
B
類
木
組
井
戸
を

重
視
し
て
い
た
こ
と
が
判
る
。
そ
し
て
身
分
の
高
い
人
は
B
類
木
組
井
戸
を
用
い
、
身
分
の
低
い
人
が
C
類
石
組
井
戸
を
用
い
た
か
、
も
し
く

は
飲
用
の
清
浄
な
水
を
B
類
木
組
井
戸
に
求
め
、
そ
の
他
の
生
活
用
水
を
C
類
石
組
井
戸
か
ら
得
た
か
、
い
ず
れ
か
で
あ
る
と
推
測
し
た
い
。

　
他
の
地
域
を
み
る
と
、
北
九
州
地
方
は
、
6
4
例
中
、
A
I
類
素
掘
り
井
戸
6
例
（
約
9
％
）
、
B
類
木
組
井
戸
5
0
例
（
約
7
8
％
）
、
C
類
石
組
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考（宇野）戸井

井
戸
8
例
（
約
1
3
％
）
で
あ
る
。
B
類
木
組
井
戸
5
0
例
の
中
で
は
、
B
同
類
縦
板
取
横
桟
ど
め
井
戸
4
例
（
8
％
）
、
B
W
類
押
板
組
置
柱
横
桟

ど
め
井
戸
5
例
（
1
0
％
）
、
B
K
類
桶
積
上
げ
井
戸
4
1
例
（
8
2
％
）
と
な
る
。
本
地
域
は
B
K
類
纂
積
上
げ
井
戸
が
多
い
こ
と
に
特
色
が
あ
る
。

　
瀬
戸
内
東
部
は
3
7
例
中
、
A
I
類
素
掘
り
井
戸
2
例
（
約
5
％
）
、
B
類
木
組
井
戸
3
2
例
（
約
8
6
％
）
、
C
類
石
組
井
戸
3
例
（
約
8
％
）
で

あ
る
。
B
類
木
組
井
戸
の
中
で
は
、
B
I
類
丸
太
割
抜
き
井
戸
1
例
（
約
3
％
）
、
B
皿
類
縦
板
組
横
桟
ど
め
井
戸
1
5
例
（
約
4
7
％
）
、
B
W
類

縦
板
葺
均
勢
横
桟
ど
め
井
戸
6
例
（
約
1
9
％
）
、
　
B
孤
・
a
類
縦
板
組
太
柄
ど
め
井
戸
5
例
（
約
1
6
％
）
、
　
B
W
類
曲
物
積
上
げ
井
戸
5
例
（
約

16

刀
j
と
な
る
。
B
皿
類
縦
板
組
横
桟
ど
め
井
戸
の
比
率
が
高
く
、
横
桟
を
支
柱
で
補
強
し
た
B
巫
・
2
類
井
戸
が
現
わ
れ
る
。

　
畿
内
南
部
で
は
、
8
2
例
中
、
A
I
類
素
掘
り
井
戸
1
8
例
（
約
2
2
％
）
、
B
類
木
組
井
戸
3
3
例
（
約
4
0
％
）
、
C
類
石
組
井
戸
1
1
例
（
約
1
3
％
）
、

D
H
類
土
器
組
井
戸
2
0
例
（
約
2
4
％
）
で
あ
る
。
本
地
域
で
は
B
類
木
組
井
戸
と
D
∬
類
土
器
組
井
戸
と
が
約
6
5
％
を
占
め
る
。
な
お
、
B
類

木
組
井
戸
3
3
例
中
で
は
B
W
類
曲
物
積
上
げ
井
戸
が
2
8
例
を
占
め
る
が
こ
の
う
ち
の
い
く
つ
か
は
上
板
組
の
井
戸
の
水
溜
で
あ
る
可
能
性
が
あ

る
。
ま
た
D
豆
類
土
器
組
井
戸
の
大
多
数
は
土
師
器
羽
釜
を
積
み
上
げ
る
も
の
で
あ
る
。

　
東
国
に
つ
い
て
は
各
地
画
塾
に
数
値
を
示
す
に
は
資
料
が
不
足
し
て
い
る
。
共
通
す
る
傾
向
は
A
I
類
素
掘
り
井
戸
が
主
体
を
な
す
こ
と
で

あ
り
、
B
皿
零
墨
軸
組
横
桟
ど
め
井
戸
と
B
W
類
縦
板
組
帆
柱
横
桟
ど
め
井
戸
と
が
広
く
分
布
し
横
板
組
の
井
戸
も
少
数
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
皿
a
期
に
C
類
石
組
井
戸
を
本
格
的
に
採
用
す
る
の
は
畿
内
北
部
と
い
う
限
ら
れ
た
地
域
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
地
域
に
あ
っ

て
も
重
要
な
井
戸
は
B
類
木
組
井
戸
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
た
だ
し
井
戸
に
お
け
る
地
域
色
の
顕
在
化
そ
の
も
の
が
、
以
前
の
段
階
と
は

大
き
く
異
る
点
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
時
期
の
終
り
に
生
じ
る
重
要
な
画
期
は
、
各
地
域
の
中
で
も
C
類
石
組
井
戸
が
普
及
す
る
畿
内
北
部
に

お
い
て
生
じ
た
動
き
と
の
関
連
で
理
解
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
皿
a
期
に
は
C
類
石
組
井
戸
が
普
及
し
つ
つ
あ
る
こ
と
を
重
視

し
た
い
。

　
皿
b
期
　
　
皿
b
期
は
C
類
石
組
井
戸
の
時
代
で
あ
る
。
そ
の
第
一
点
は
、
畿
内
北
部
で
大
多
数
の
井
戸
が
石
組
に
な
る
こ
と
で
あ
り
、
第

二
点
は
C
類
石
組
井
戸
が
主
体
を
な
す
地
域
が
拡
大
す
る
点
に
あ
る
。
な
お
中
世
後
期
以
後
は
、
出
土
遺
物
を
詳
細
に
報
告
す
る
例
が
少
く
な
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る
た
め
、
盟
b
期
以
後
は
数
の
比
率
を
呈
示
す
る
こ
と
を
や
め
、
看
取
で
き
る
傾
向
を
示
す
こ
と
に
す
る
。

　
畿
内
北
部
に
お
い
て
は
一
四
世
紀
の
段
階
で
す
で
に
C
類
石
組
井
戸
が
増
加
す
る
傾
向
が
あ
る
が
、
皿
b
期
に
は
ご
く
少
数
の
素
掘
り
A
I

類
井
戸
を
除
く
と
、
大
多
数
が
C
一
類
石
組
円
筒
形
井
戸
と
な
る
。
こ
の
段
階
で
は
お
そ
ら
く
畿
内
北
部
の
人
々
の
ほ
と
ん
ど
は
、
C
類
石
組

井
戸
の
水
を
平
気
で
飲
み
用
い
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
る
。
そ
し
て
こ
の
地
域
の
井
戸
に
お
け
る
古
代
的
様
相
の
払
拭
は
こ
の
段
階
に
求
め

る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
螢
〇
一
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
昌
九
八
・
発
九
〕

　
ま
た
皿
b
期
に
C
類
石
組
井
戸
を
多
く
用
い
る
よ
う
に
な
る
遺
跡
と
し
て
、
山
口
県
山
口
市
大
字
大
殿
大
内
軸
心
・
同
防
府
市
下
右
田
遺
跡
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
二
葺
八
～
二
六
出
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
ぎ
～
七
凸

福
井
県
福
井
市
一
乗
谷
朝
倉
氏
館
、
和
歌
山
県
那
賀
郡
岩
出
町
根
来
寺
ほ
か
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
畿
内
以
外
で
C
類
石
組
井
戸
を

採
用
し
た
地
域
で
は
、
C
I
類
石
組
円
筒
形
井
戸
の
ほ
か
に
、
C
巫
類
石
組
袋
状
井
戸
を
用
い
る
こ
と
を
特
色
と
す
る
。
お
そ
ら
く
斑
b
期
に

は
西
日
本
一
帯
で
C
類
石
組
井
戸
が
増
加
す
る
と
考
え
う
る
。

　
な
お
こ
の
現
象
は
、
こ
の
時
期
の
最
も
重
要
な
動
き
で
あ
る
が
、
す
べ
て
の
地
域
を
こ
の
点
の
み
で
解
し
う
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
第
一

は
畿
内
南
部
と
り
わ
け
環
継
歯
帯
磁
で
、
D
H
類
土
器
組
井
戸
が
D
皿
類
土
管
組
井
戸
に
な
る
と
い
う
技
術
革
新
が
な
さ
れ
た
こ
と
で
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
癸
〕

第
二
は
C
類
石
組
井
戸
の
普
及
は
東
国
に
は
及
ば
な
か
っ
た
ら
し
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
二
点
は
近
世
の
動
向
を
考
え
る
上
で
重
要
で
あ
る
。

　
㈱
井
戸
W
期

　
＝
ハ
世
紀
宋
～
一
八
世
紀
初
め
を
W
a
期
、
一
八
世
紀
中
頃
以
後
を
W
b
期
と
す
る
。

　
こ
の
時
期
の
実
態
が
比
較
的
、
明
ら
か
で
あ
る
の
は
近
世
京
都
市
街
に
つ
い
て
で
あ
る
。
そ
の
知
見
に
よ
る
と
W
a
期
は
少
数
の
D
類
土
製

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

品
組
井
戸
が
現
わ
れ
る
が
、
皿
b
期
と
、
大
き
な
変
化
が
な
く
C
一
類
石
組
円
筒
形
井
戸
が
主
体
を
な
す
。
そ
し
て
W
b
期
に
至
っ
て
、
D
W

類
博
組
（
井
芦
瓦
組
）
井
戸
、
D
V
類
漆
喰
組
井
戸
、
C
W
輪
切
石
組
円
筒
形
井
戸
と
い
う
多
く
の
型
式
の
井
戸
が
普
及
し
て
い
く
。

　
そ
し
て
重
要
な
点
は
C
W
類
切
石
組
円
筒
形
井
戸
を
除
く
D
細
土
製
品
壷
井
芦
は
近
世
に
京
都
で
発
明
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
中
世
後
期

の
畿
内
南
部
に
系
譜
を
た
ど
れ
る
点
で
あ
る
。
現
在
、
畿
内
南
部
の
近
世
に
つ
い
て
は
不
明
な
点
が
多
い
が
、
D
埴
土
製
品
組
井
戸
は
お
そ
ら
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考（宇野）芦井

く
近
世
の
畿
内
南
部
で
発
達
し
、
W
b
期
に
な
っ
て
C
類
石
組
井
戸
の
本
場
で
あ
る
京
都
に
ま
で
普
及
し
た
と
解
し
た
い
。
す
な
わ
ち
y
期
に

お
け
る
新
し
い
動
き
の
源
は
畿
内
南
部
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。
ま
た
現
在
の
資
料
で
は
時
期
を
細
か
く
限
定
で
き
な
い
が
、
W

期
の
段
階
に
は
畿
内
の
井
戸
が
東
国
に
拡
ま
っ
た
可
能
性
が
強
い
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。

　
他
方
、
近
代
に
な
る
と
、
次
第
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
井
戸
が
主
流
を
な
す
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
は
一
面
か
ら
見
る
と
外
来
の
技
術
の
摂
取
に

よ
り
、
伝
統
的
な
技
術
が
す
た
れ
た
と
も
考
え
う
る
。
し
か
し
W
b
期
の
日
本
に
お
い
て
、
D
y
類
博
組
井
戸
や
D
V
類
漆
喰
組
井
戸
の
よ
う

に
可
塑
性
を
も
つ
素
材
を
使
用
す
る
井
戸
が
普
及
す
る
段
階
に
達
し
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
い
う
新
し
い
素
材
が
容
易
に
広
ま

り
え
た
と
考
え
た
い
。
こ
の
意
味
で
近
代
の
井
戸
は
近
世
以
後
の
動
き
の
帰
結
と
い
う
側
面
が
あ
る
。

　
①
　
北
京
市
文
物
管
理
庭
爲
作
小
組
「
北
京
地
区
的
古
瓦
井
」
（
『
文
物
』
一
九
七
二
　
　
　
　
　
資
料
隠
一
九
八
一
年
）

　
　
年
、
第
二
期
）
ほ
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥
　
南
方
前
池
遺
跡
調
査
団
「
岡
山
県
山
陽
町
南
方
前
池
遺
跡
」
（
『
私
た
ち
の
考
古

　
浜
田
耕
作
『
支
那
古
明
器
泥
像
図
鑑
』
第
六
輯
（
一
九
三
三
年
）
ほ
か

②
　
漸
江
省
文
物
管
理
委
員
会
・
断
江
省
博
物
館
「
河
栂
読
響
属
隷
一
期
発
掘
報
告
」

　
（
『
考
古
学
報
』
一
九
七
八
年
、
第
一
期
）

③
　
山
口
大
学
人
文
学
部
助
教
授
近
藤
喬
一
氏
か
ら
も
同
趣
の
御
教
示
を
戴
い
た
。

④
中
国
科
学
院
考
古
研
究
所
・
映
西
省
西
安
半
披
博
物
館
編
『
西
安
半
披
』
（
一

　
九
六
三
年
）
ほ
か

⑤
　
堀
越
正
行
ほ
か
「
袋
状
ピ
ッ
ト
の
様
糊
と
地
域
性
」
　
（
日
本
考
古
学
協
会
昭
和

　
五
六
年
度
大
会
シ
ソ
ポ
ジ
ウ
ム
ー
『
北
関
東
を
中
心
と
す
る
縄
文
中
期
の
諸
問
題

結

舌至二

口凋

　
学
』
第
七
号
、
一
九
五
六
年
）
ほ
か

　
渡
辺
誠
『
縄
文
時
代
の
植
物
食
』
　
（
一
九
七
五
年
）

⑦
　
中
南
河
内
・
大
和
・
和
泉
を
畿
内
南
部
、
山
誠
・
摂
津
・
北
河
内
を
畿
内
北
部

　
と
呼
ぶ
。
な
お
時
期
に
よ
っ
て
は
、
大
和
北
部
は
畿
内
北
部
に
含
め
た
方
が
よ
い
。

⑧
黒
崎
直
前
願
書

⑨
　
こ
の
例
も
九
世
紀
に
遡
る
可
能
，
性
が
強
い
。

⑩
京
都
で
も
D
類
土
製
品
組
井
戸
は
近
世
前
期
に
少
数
で
あ
る
が
現
わ
れ
る
こ
と

　
を
小
森
俊
寛
氏
か
ら
御
教
示
戴
い
た
。

　
以
上
で
井
戸
の
は
じ
ま
り
か
ら
近
代
に
至
る
、
型
式
と
地
域
色
変
化
の
流
れ
を
検
討
し
た
。
そ
の
結
果
、
日
本
に
お
け
る
井
戸
の
定
着
は
稲

作
を
基
盤
と
す
る
弥
生
社
会
の
確
立
と
密
接
な
関
係
が
あ
り
、
社
会
の
成
長
と
と
も
に
、
多
様
な
井
戸
が
生
ま
れ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
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そ
れ
は
技
術
の
発
達
と
い
う
側
面
を
も
ち
つ
つ
社
会
の
動
向
と
密
接
な
関
係
を
も
っ
て
い
た
と
推
測
で
き
る
。

　
井
戸
の
発
達
を
大
き
く
ま
と
め
る
と
、
B
類
木
組
井
戸
を
用
い
る
が
A
I
類
素
掘
り
芥
子
が
主
体
を
な
し
た
弥
生
～
古
噴
時
代
、
B
類
木
組

井
戸
が
主
体
を
な
し
た
古
代
、
C
類
石
組
井
戸
が
主
体
を
な
し
た
中
世
、
C
類
石
組
井
戸
に
加
え
て
D
類
土
製
比
量
井
戸
が
普
及
し
て
い
く
近

世
・
近
代
の
四
期
に
大
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
そ
の
普
及
の
過
程
と
地
域
性
と
に
着
目
す
る
と
、
各
期
の
中
に
も
重
要
な
画
期
を

設
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
意
味
で
B
類
木
組
井
戸
が
最
も
発
達
し
た
古
代
前
期
（
七
～
九
世
紀
）
の
様
相
は
B
類
木
組
井
戸
の
普
及
が

本
格
化
す
る
弥
生
後
期
（
V
）
以
後
の
帰
結
で
あ
り
、
C
類
石
組
井
戸
が
卓
越
す
る
中
世
後
期
（
一
五
世
紀
～
一
六
世
紀
中
頃
）
の
様
相
は
B

類
木
組
井
戸
の
衰
退
が
は
じ
ま
る
古
代
後
期
以
後
（
一
〇
世
紀
以
後
）
の
帰
結
で
あ
る
。
ま
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
井
戸
が
主
流
と
な
る
近
代

は
D
陶
土
製
品
組
井
戸
が
普
及
し
て
い
く
近
世
の
帰
結
と
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
弥
生
後
期
以
後
の
動
き
に
つ
い
て
は
畿
内
南
部
、
古

代
後
期
以
後
の
動
き
に
つ
い
て
は
畿
内
北
部
、
近
世
以
後
の
動
き
に
つ
い
て
は
、
ふ
た
た
び
畿
内
南
部
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
と
考
え
う

る
の
で
あ
る
。

　
以
上
で
述
べ
た
点
は
、
井
戸
と
い
う
一
つ
の
種
類
の
遺
構
に
つ
い
て
の
も
の
で
あ
り
、
こ
の
結
果
を
他
の
事
柄
に
敷
堕
す
る
こ
と
に
は
慎
重

で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
し
か
し
私
は
他
の
種
類
の
遺
構
・
遺
物
の
う
ち
、
住
居
・
食
器
を
は
じ
め
と
す
る
、
か
な
り
の
も
の
に
つ
い
て
、
こ

れ
と
同
様
の
時
期
に
重
要
な
変
化
が
あ
る
と
い
う
見
通
し
を
も
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
生
活
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
水
を
得
る
と
い
う
行
為
が

社
会
に
深
く
ね
ざ
し
、
そ
の
変
化
と
と
も
に
工
夫
が
積
み
重
ね
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
と
考
え
る
。
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謝
辞
　
本
稿
を
ま
と
め
る
に
あ
た
っ
て
、
以
下
の
方
々
か
ら
多
く
の
有
益
な
御
教
示
を
戴
い
た
。
寵
し
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
中
尾
芳
治
、
近
藤
喬

一
、
都
幽
比
呂
志
、
岡
内
旧
婚
、
西
山
良
平
、
西
口
寿
生
、
小
林
健
一
、
深
澤
芳
樹
、
高
倉
洋
彰
、
山
崎
純
男
、
鈴
木
重
治
、
橋
本
久
稲
、
兼
康
保
明
、
坪
之

内
徹
、
森
村
健
一
、
永
田
信
一
、
堀
内
明
博
、
小
森
俊
寛
。
ま
た
小
野
山
節
先
生
に
は
特
に
多
く
の
御
指
導
と
懇
切
な
御
助
言
と
を
戴
い
た
。
そ
し
て
私
が
井

戸
に
着
目
す
る
契
機
と
な
っ
た
京
都
大
学
構
内
遺
跡
の
調
査
に
お
い
て
、
小
林
行
雄
、
樋
口
隆
康
、
中
村
徹
也
の
諸
先
生
の
お
世
話
に
な
り
、
ま
た
泉
拓
良
、



井　戸　考（宇野）

岡
田
保
良
氏
が
常
に
よ
き
学
兄
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
記
し
て
、
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

井
戸
報
告
文
献

〔
こ
秋
田
県
教
育
委
員
会
・
払
田
柵
跡
調
査
事
務
所
『
森
田
柵
跡
』
三
田
柵
跡
調

　
　
査
事
務
所
年
報
一
九
七
九
（
一
九
八
○
年
）

〔
二
〕
秋
田
市
教
育
委
員
会
『
秋
田
城
跡
』
昭
和
五
～
年
度
秋
田
誠
跡
発
掘
調
査
概

　
　
報
（
一
九
七
七
年
掛

〔
三
〕
　
同
　
『
下
夕
野
遺
跡
』
　
（
一
九
七
九
年
）

〔
四
〕
　
同
　
　
『
後
難
遮
跡
発
掘
調
査
報
告
書
』
　
（
　
九
八
一
年
）

〔
五
〕
　
秋
田
市
教
育
委
員
会
・
秋
田
城
跡
発
掘
調
査
事
務
所
『
秋
団
城
跡
』
昭
和
五

　
　
三
年
度
秋
田
城
跡
発
掘
調
査
尊
報
（
一
九
七
九
年
）

〔
六
〕
　
同
　
『
秋
田
誠
跡
』
昭
和
五
四
年
度
秋
田
城
跡
発
掘
調
査
尊
報
（
一
九
八
○

　
　
年
）

〔
七
〕
　
仙
台
市
教
育
委
員
会
『
北
屋
敷
遣
跡
』
仙
台
市
文
化
財
調
査
報
告
書
第
一
七

　
　
集
（
一
九
七
九
年
）

〔
八
〕
　
同
　
　
『
今
泉
城
跡
』
仙
台
市
文
化
財
調
査
報
皆
書
第
二
四
集
（
一
九
八
○

　
　
年
）

〔
九
〕
　
同
　
　
『
鴻
ノ
巣
遺
跡
臨
仙
台
布
文
化
財
調
査
報
告
書
第
三
二
集
（
一
九
八
一

　
　
年
）

〔
δ
〕
　
宮
城
県
教
育
委
員
会
『
東
北
新
幹
線
関
係
遺
跡
調
査
報
告
書
』
1
、
宮
城
県

　
　
文
化
財
調
査
報
告
書
第
三
五
集
（
…
九
七
四
年
）

〔
＝
〕
　
同
　
　
『
宮
城
県
文
化
財
発
掘
調
査
略
報
』
宮
城
県
文
化
財
調
査
報
出
口
書
第
四

　
　
〇
集
（
　
九
七
五
年
y

〔
三
〕
　
同
　
『
宮
城
県
文
化
財
発
掘
調
査
略
報
駈
宮
城
県
文
化
財
調
査
報
告
書
第
四

（
京
都
大
学
文
学
部
助
手

　
　
八
集
（
一
九
七
七
年
）

〔
蕊
〕
　
同
　
『
宮
城
県
文
化
財
発
掘
調
査
略
報
』
宮
城
県
文
化
財
調
査
報
告
書
第
五

　
　
三
集
（
一
九
七
入
籍
）

〔
葱
〕
　
同
　
『
宮
城
県
文
化
財
発
掘
調
査
略
報
』
宮
城
祭
文
化
財
調
査
報
告
書
第
五

　
　
選
集
（
一
九
七
九
年
）

〔
葦
〕
　
問
・
宮
城
県
多
賀
城
跡
調
査
研
究
所
『
多
賀
城
跡
』
宮
城
県
多
賀
城
跡
調
査

　
　
研
究
所
年
報
一
九
七
　
（
一
九
七
二
年
）

〔一

{
　
同
　
『
多
賀
城
跡
』
宮
城
県
多
賀
城
跡
調
査
研
究
所
年
報
一
九
七
三
（
一
九

　
　
七
圏
年
）

〔　

ｵ〕

@
同
　
『
多
賀
全
等
』
宮
城
県
多
賀
城
跡
調
査
研
究
所
年
報
一
九
七
四
（
一
九

　
　
七
五
年
）

〔
天
〕
同
　
『
多
賀
城
跡
』
宮
城
県
多
賀
城
跡
調
査
研
究
所
年
報
一
九
七
六
（
一
九

　
　
七
七
年
）

〔【

縺l

ｯ
『
多
賀
城
跡
恥
宮
城
県
多
賀
城
跡
調
査
研
究
所
年
報
一
九
七
七
（
一
九

　
　
七
八
年
）

2
0
〕
　
嗣
　
『
多
賀
城
跡
』
宮
城
県
多
賀
城
跡
調
査
研
究
所
年
報
一
九
七
八
（
一
九

　
　
七
九
年
）

〔
三
〕
　
宮
城
県
多
賀
城
跡
調
査
研
究
所
『
伊
治
城
跡
』
亜
、
多
賀
誠
関
連
遣
跡
発
掘

　
　
調
査
報
告
書
第
四
冊
（
一
九
七
九
年
）

盆
二
〕
　
問
　
　
『
伊
治
城
跡
鮭
皿
、
多
賀
城
関
連
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
第
五
冊
（
一

　
　
九
八
○
年
）

〔
壼
〕
　
福
島
県
教
育
委
員
会
『
母
畑
地
区
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
』
m
、
福
島
県
文
化

　
　
財
調
査
報
告
書
第
七
四
集
（
一
九
七
九
年
掛

29 （6sD



〔二

ｰ〕

@
尾
崎
紀
左
雄
「
群
馬
県
碓
氷
郡
水
沼
遺
跡
」
（
『
日
本
考
古
学
年
報
』
昭
和
二

　
　
三
年
度
、
一
九
五
一
年
）

〔二

b
　
高
崎
市
教
育
委
員
会
『
矢
島
遺
跡
・
御
布
呂
遺
跡
』
高
盆
市
文
化
財
調
査
報

　
　
告
書
第
七
集
（
一
九
七
九
年
）

盆
六
〕
　
同
　
『
小
八
木
遺
跡
調
査
報
皆
書
』
一
（
一
九
七
九
年
）

〔二

ｵ〕

@
同
　
『
寺
ノ
内
遣
跡
』
高
崎
市
文
化
財
調
査
報
告
書
置
一
三
集
（
一
九
七
九

　
　
年
）

〔二

ｪ〕

@
大
和
久
震
平
『
小
倉
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
』
　
（
一
九
七
四
年
）

〔二

ﾊ
　
栃
木
県
教
育
委
員
会
『
佐
野
市
工
業
団
地
内
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
』
栃
木

　
　
県
埋
蔵
文
化
財
報
告
書
第
三
冊
（
一
九
七
〇
年
）

〔一

ﾂ
〕
益
子
町
教
育
委
員
会
『
星
の
宮
ケ
カ
チ
遺
跡
瞼
　
（
～
九
七
八
年
）

〔
峯
〕
　
大
場
磐
雄
・
乙
益
重
隆
編
『
上
総
菅
生
遣
跡
』
　
（
一
九
八
○
年
）

〔三

�l

@
鴻
巣
市
口
跡
調
査
会
『
生
出
塚
遺
跡
』
鴻
巣
遺
跡
調
査
会
報
告
書
第
二
集
（
一

　
　
九
八
一
年
）

〔
馨
鷲
埼
玉
限
三
跡
調
査
会
『
水
深
』
埼
玉
県
遺
跡
調
査
会
報
告
第
一
三
集
（
｝
九

　
　
七
二
年
）

〔
轟
〕
同
　
『
山
田
遣
跡
・
相
撲
揚
遺
跡
発
掘
調
査
二
型
』
埼
玉
県
遺
跡
調
査
会
報

　
　
告
第
一
八
集
（
一
九
七
三
年
）

〔
蓋
〕
埼
玉
県
埋
蔵
文
化
財
事
業
団
『
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
告
』
刃
、
埼
玉
県

　
　
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
業
団
報
出
口
書
第
一
集
（
一
九
八
一
年
）

〔三

Z〕

@
埼
玉
県
立
歴
史
史
料
館
考
古
資
料
室
『
六
反
田
遺
跡
』
　
（
一
九
八
一
年
）

〔一

ﾑ
〕
　
深
谷
市
割
山
遺
跡
調
査
会
『
割
山
遺
跡
』
深
谷
市
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報

　
　
告
書
（
～
九
八
一
年
）

〔
乗
〕
　
東
京
都
清
瀬
市
下
宿
内
山
古
跡
調
査
会
・
団
『
下
宿
内
山
』
遺
跡
発
掘
調
査

　
　
概
報
晦
3
（
　
九
七
九
年
）

〔　一…

縺l

@
同
　
『
下
宿
内
山
』
遣
跡
発
掘
調
査
概
報
翫
4
（
一
九
八
○
年
）

〔四

Z〕

ｴ
瀬
晦
菓
京
川
越
遺
跡
調
査
会
『
清
芦
下
宿
遺
跡
調
査
報
告
』
　
（
一
九
六
九

　
　
年
）

〔
讐
〕
　
府
中
・
教
市
育
委
邑
バ
会
・
府
中
・
帝
遺
跡
調
査
会
『
武
蔵
国
府
…
の
調
査
』
1
（
～

　
　
九
七
七
年
）

〔
哩
…
〕
　
同
　
　
『
武
蔵
国
府
の
調
査
臨
H
（
｛
九
七
七
年
）

〔
豊
〕
　
同
　
　
『
武
蔵
国
府
の
調
査
瞼
班
（
一
九
七
八
年
）

〔
囲
〕
武
蔵
国
分
寺
遺
跡
調
査
会
・
国
分
寺
市
教
育
委
員
会
『
武
蔵
團
分
寺
遺
跡
発

　
　
掘
調
査
概
報
』
V
（
一
九
八
一
年
）

〔
豊
〕
　
宇
田
川
正
宏
「
鎌
倉
東
西
口
前
の
中
世
井
戸
祉
と
遣
物
」
（
『
鎌
倉
考
古
撫
喩

　
　
6
、
一
九
八
一
年
）

霞
六
〕
　
鎌
倉
考
古
学
研
究
所
『
掘
り
出
さ
れ
た
鎌
倉
』
　
（
一
九
八
一
年
）

〔
四
菖
　
河
野
真
知
郎
「
雪
ノ
下
南
御
門
遺
跡
の
第
H
期
調
査
」
　
（
『
鎌
倉
考
古
晦
翫

　
　
4
、
一
九
入
○
年
）

〔
買
〕
　
湘
南
秒
丘
遺
跡
研
究
会
『
四
ノ
宮
下
ノ
郷
調
査
戦
報
』
　
（
一
九
八
○
年
）

〔四

縺l

@
大
場
磐
雄
『
古
代
農
村
の
復
原
』
　
（
一
九
四
八
年
）

霊
O
〕
　
国
学
院
大
学
伊
場
遺
跡
調
査
細
編
『
伊
画
影
跡
』
　
（
一
九
五
三
年
）

〔
讐
〕
　
後
藤
守
一
「
静
岡
市
有
東
第
二
遺
跡
し
（
『
目
本
考
古
学
年
報
』
一
、
昭
和
二

　
　
三
年
度
、
一
九
五
一
年
）

〔
舞
〕
沼
津
市
教
育
委
員
会
・
沼
津
考
古
学
研
究
所
『
目
黒
身
騒
　
（
一
九
七
〇
年
）

〔
塁
〕
浜
松
市
教
育
委
員
会
編
『
伊
場
遺
跡
第
六
・
七
次
発
掘
調
査
概
報
』
　
（
　
九

　
　
七
五
年
）

〔五

l〕

@
同
　
『
伊
場
黒
田
遺
構
編
』
伊
場
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
第
二
冊
（
一
九
七

　
　
七
年
）

〔
葺
〕
　
藤
枝
市
教
育
委
員
会
ほ
か
『
国
道
一
号
藤
枝
．
バ
イ
パ
ス
（
藤
枝
地
区
）
埋
蔵

　
　
文
化
財
発
掘
調
査
概
報
』
昭
和
五
二
年
度
（
一
九
七
八
年
）

〔
棊
〕
　
岡
　
『
圏
道
董
σ
藤
枝
バ
イ
パ
ス
（
藤
枝
地
区
）
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
概

　
　
報
』
昭
禰
五
三
年
度
（
一
九
七
九
年
）

〔五

ｵ〕

@
同
　
　
『
製
鋼
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
懲
』
　
（
一
九
八
○
年
）
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考（宇野）戸井

〔
築
〕
猿
投
遺
跡
調
査
会
『
伊
保
遺
跡
』
　
（
一
九
七
四
年
）

〔
第
〕
　
上
流
市
教
育
委
員
会
『
上
田
市
の
原
始
・
古
代
文
化
』
上
田
市
文
化
財
調
査

　
　
報
告
書
（
…
九
七
四
年
）

〔六

Z〕

@
長
野
市
教
育
委
㎝
輿
会
・
長
野
市
遣
跡
調
査
ム
写
『
篠
ノ
井
遺
跡
群
』
長
野
市
の

　
　
埋
蔵
文
化
財
第
八
集
（
一
九
八
○
年
）

〔
室
〕
　
同
　
　
『
四
ツ
屋
遺
跡
・
徳
間
遺
跡
・
塩
崎
造
跡
群
』
長
野
市
の
埋
蔵
文
化
財

　
　
第
九
集
（
一
九
八
○
年
）

〔
六
二
〕
　
寓
士
見
市
教
育
委
員
会
『
中
央
遺
跡
群
』
W
、
押
土
晃
市
文
化
財
報
告
第
二

　
　
一
集
（
…
九
八
一
年
）

〔
釜
〕
　
本
塁
嘉
明
「
漸
潟
県
佐
渡
郡
辰
巳
井
戸
蛙
（
第
｝
次
調
査
）
」
　
（
『
臼
本
考
古

　
　
学
年
報
』
八
、
昭
和
三
〇
年
度
、
一
九
五
五
年
）

〔六

l〕

@
新
潟
県
教
育
委
員
会
『
千
種
』
新
潟
県
文
化
財
報
告
書
第
一
（
一
九
五
三
年
）

〔六

ﾜ〕

@
上
市
町
教
育
委
員
会
『
北
陸
自
動
車
道
遺
跡
調
査
報
告
』
　
（
一
九
八
一
年
）

〔
套
〕
　
穴
水
町
教
育
委
員
会
『
西
川
島
』
H
（
一
九
八
一
年
）

〔穴

ｵ〕

@
石
川
県
教
育
委
員
会
・
石
川
考
古
学
研
究
会
『
金
沢
市
・
戸
水
C
遣
跡
発
掘

　
　
調
査
概
報
』
　
（
～
九
七
六
年
）

〔六

ｪ〕

@
同
　
　
『
鹿
島
町
徳
前
C
遺
跡
調
査
報
告
』
一
（
一
九
七
八
年
）

〔六

縺l

@
石
川
県
立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
『
寺
家
』
　
（
…
九
八
一
年
）

〔七

Z〕

@
福
井
県
足
羽
町
教
育
委
員
会
『
～
乗
谷
朝
倉
氏
遺
跡
』
H
（
一
九
七
皿
年
）

〔
七
一
〕
　
福
井
県
教
育
委
員
会
・
朝
倉
氏
遣
跡
調
査
研
究
所
『
｝
乗
谷
朝
倉
氏
遣
跡
』

　
　
y
（
一
九
七
三
年
）

〔
薫
〕
岡
　
『
一
乗
谷
朝
倉
氏
遣
跡
』
V
（
一
九
七
四
年
）

〔七

O〕

〔七

ﾍ〕

〔
蓋
〕

〔
突
〕

〔
老
〕

同同氏同母

『
一
乗
谷
朝
倉
氏
遺
跡
』
M

『
一
乗
谷
朝
倉
氏
遺
跡
隔
W

『
一
乗
谷
朝
倉
氏
遺
跡
』
畷

『
～
乗
谷
朝
倉
馬
遺
跡
』
K

『
＝
栗
谷
朝
倉
琉
窯
跡
』
X

（一

緕
ｵ
五
年
）

（一

緕
ｵ
六
年
）

（一

緕
ｵ
七
年
）

（｝

緕
ｵ
八
年
）

（一

緕
ｵ
九
年
）

〔七

ｪ〕

@
同
　
　
『
一
乗
谷
刺
倉
氏
遺
跡
』
頚
（
一
九
八
○
年
）

〔七

縺l

@
滋
賀
県
教
育
委
員
会
『
ほ
場
整
備
園
濫
造
跡
発
掘
調
査
報
魯
』
飢
－
H
（
一

　
　
九
七
穴
年
）

〔八

n〕

@
同
　
『
ほ
場
整
備
事
業
関
係
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
』
w
I
丑
（
一
九
七
七
年
）

〔
八
一
〕
　
同
　
『
ほ
場
整
備
事
業
関
係
遣
跡
発
掘
調
査
報
膏
』
V
（
一
九
七
八
年
）

〔
八
二
〕
　
高
島
町
教
育
委
員
会
・
滋
賀
県
教
育
委
員
会
・
滋
賀
県
文
化
財
保
護
協
会
『
鴨

　
　
遺
跡
』
高
島
町
歴
臭
晟
俗
叢
書
第
2
輯
（
｝
九
八
○
年
）

〔
八
三
〕
　
田
辺
泰
阜
・
加
藤
修
編
『
湖
西
線
闘
係
遺
跡
調
査
報
告
書
』
（
｝
九
七
三
年
）

〔八

l〕

ｼ
阪
市
敦
育
委
員
会
『
射
原
垣
内
遺
跡
発
掘
調
査
尊
報
』
　
（
一
九
八
○
年
）

〔
盒
〕
　
三
重
県
教
育
委
員
会
『
紙
野
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
』
三
重
県
埋
蔵
文
化
財
調

　
　
査
報
街
九
（
一
九
七
二
年
）

〔八

Z〕

@
同
　
『
古
里
遺
跡
発
掘
調
査
報
恩
』
三
重
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
比
三
七

　
　
（
一
九
七
三
年
）

〔八

ｵ〕

@
同
　
　
『
南
勢
バ
イ
パ
ス
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
』
三
重
県
埋
蔵
文
化
財
調
査

　
　
報
告
一
八
（
一
九
七
三
年
）

〔八

ｪ〕

ｯ
『
斎
王
宮
跡
発
掘
調
査
報
欝
』
1
、
三
重
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
二

　
　
一
（
一
九
七
四
年
）

〔八

ﾊ
　
同
　
『
斎
王
宮
跡
発
掘
調
査
報
告
』
y
、
三
重
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
三

　
　
三
（
㏄
九
七
七
年
）

〔九

Z〕

@
同
　
『
北
堀
池
遣
跡
』
　
（
一
九
八
○
年
）

〔九

ﾑ
　
網
干
善
教
『
龍
谷
大
学
構
内
発
掘
調
査
報
告
書
』
　
（
一
九
八
○
年
）

〔
盈
〕
綱
野
町
教
育
委
員
会
『
林
造
跡
発
掘
調
査
報
告
書
』
　
（
一
九
七
七
年
）

〔九

O〕

@
大
阪
経
済
法
科
大
学
『
伏
見
誠
武
家
屋
敷
跡
』
大
阪
経
済
法
科
大
学
考
古
学

　
　
研
報
究
告
第
一
集
（
一
九
七
六
年
）

〔
誌
〕
　
亀
岡
市
教
口
耳
安
員
会
『
丹
波
笑
路
城
発
掘
調
査
報
告
』
　
（
一
九
七
八
年
）

〔九

ﾜ〕

@
木
津
町
教
育
委
員
会
徽
、
木
津
町
文
化
財
報
告
書
』
二
三
集
（
｝
九
八
○
年
）

〔九

Z〕

@
京
都
市
高
速
鉄
道
鳥
丸
線
内
遺
跡
調
査
会
『
埋
も
れ
た
京
都
』
　
（
一
九
七
九
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年
）

〔九

ｵ〕

@
同
　
『
京
都
市
高
速
鉄
道
鳥
丸
線
内
遺
跡
調
査
年
報
』
1
、
　
九
七
四
・
七

　
　
五
年
度
（
一
九
七
九
年
）

〔
距
八
〕
　
団
図
　
　
『
由
承
都
市
高
速
鉄
道
烏
丸
線
内
遺
肱
跡
湘
継
娘
雄
＋
齪
甲
』
π
、
　
一
九
七
六
年
度

　
　
　
（
一
九
八
～
年
）

〔
発
〕
　
京
都
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
所
『
伏
見
城
跡
発
掘
調
査
概
報
』
（
一
九
七
七
年
）

〔【

W
〕
　
同
　
　
『
平
安
京
跡
発
掘
調
査
概
報
』
京
都
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
所
概
報
集
一

　
　
九
七
八
I
H
（
一
九
七
八
年
）

〔
6
　
〕
　
同
　
　
『
常
盤
仲
ノ
町
集
落
跡
発
掘
調
査
報
告
』
京
都
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
所

　
　
調
査
報
告
－
盟
（
一
九
七
八
年
）

〔
δ
二
〕
　
京
都
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー
・
京
都
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
所
『
大
藪

　
　
遺
跡
発
掘
調
査
概
要
』
　
（
一
九
八
一
年
）

畳
9
呂
同
　
明
鳥
羽
離
宮
跡
調
査
概
要
』
　
（
一
九
八
一
年
）

〔
ろ
召
　
京
都
大
学
農
学
部
構
内
遺
跡
調
査
会
・
理
学
都
附
属
瀬
戸
臨
海
実
験
所
構
内

　
　
遣
跡
調
査
会
『
京
都
大
学
構
内
遺
跡
調
査
研
究
年
報
』
昭
和
五
…
年
度
（
一
九

　
　
七
七
年
）

〔
δ
菖
　
京
都
大
学
埋
蔵
文
化
財
研
究
セ
ン
タ
ー
『
京
都
大
学
構
内
遺
跡
調
査
研
究
年

　
　
報
』
昭
和
五
二
年
度
（
一
九
七
八
年
）

〔
δ
六
〕
　
同
　
『
京
都
大
学
構
内
遺
跡
調
査
研
究
年
報
』
昭
和
五
三
年
度
（
一
九
七
九

　
　
年
）

〔一

Z
匂
〕
　
岡
　
　
『
京
都
大
学
構
内
遺
跡
調
査
研
究
年
報
』
昭
和
五
壇
年
度
（
一
九
八
○

　
　
年
）

〔
δ
八
〕
　
同
　
　
『
京
都
大
学
講
内
遣
跡
調
査
研
究
年
報
』
昭
和
五
五
年
度
（
一
九
八
一

　
　
年
）

〔
6
召
同
　
『
京
都
大
学
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
』
H
（
一
九
入
一
年
）

〔一

ｱ
口
　
京
都
府
教
育
委
員
会
『
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
立
業
』
一
九
七
四
（
一
九
七

　
　
四
年
）

〔｛

＝
l
　
同
　
　
『
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
概
報
』
一
九
七
七
（
一
九
七
七
年
）

〔【

O
〕
　
同
　
『
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
概
報
騒
一
九
七
八
（
一
九
七
八
年
）

〔
＝
三
〕
　
隅
　
『
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
概
報
』
一
九
七
九
（
…
九
七
九
年
）

〔
コ
照
〕
　
同
　
　
『
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
概
報
』
一
九
八
○
（
一
九
八
○
年
）

〔
コ
岳
　
古
代
学
協
会
『
平
安
京
高
倉
富
・
曇
華
院
跡
の
発
掘
調
査
』
（
一
九
七
九
年
）

〔
＝
苔
　
同
　
『
平
安
京
左
京
五
条
三
幅
十
五
町
』
平
安
京
跡
研
究
調
査
報
告
第
五
輯

　
　
　
（
一
九
八
一
年
）

〔
＝
七
〕
杉
山
信
三
「
西
寺
食
堂
跡
」
　
（
日
本
国
有
鉄
道
『
棄
海
道
新
幹
線
工
事
に
伴

　
　
う
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
霞
』
一
九
六
五
年
）

〔
＝
八
〕
　
同
志
社
大
学
校
地
学
術
調
査
委
員
会
『
今
出
川
校
地
電
話
配
線
替
に
伴
う
発

　
　
掘
調
査
概
要
・
岩
倉
校
地
体
育
講
義
棟
建
設
予
定
地
発
掘
調
査
概
要
・
同
志
社

　
　
香
里
中
高
等
学
校
礼
拝
堂
建
設
に
伴
う
立
合
調
査
概
要
』
同
志
社
大
学
校
地
学

　
　
術
調
査
会
調
査
資
料
晦
6
～
9
（
一
九
七
穴
年
）

〔
＝
九
〕
同
　
『
同
志
社
中
学
校
体
育
館
建
設
予
定
地
発
掘
調
査
概
要
』
同
志
社
大
学

　
　
校
地
学
術
調
査
委
員
会
調
査
資
料
晦
1
0
（
一
九
七
七
年
）

〔
三
〇
〕
　
同
　
　
『
同
恕
社
キ
ャ
ン
パ
ス
内
出
土
の
遺
構
と
遺
物
』
同
志
社
校
地
内
埋
蔵

　
　
文
化
財
調
査
報
告
資
料
編
1
（
一
九
七
七
年
）

〔
三
帯
　
同
ほ
か
　
『
常
盤
井
殿
町
遣
跡
発
掘
調
査
概
報
』
同
志
社
大
学
校
地
学
術
調

　
　
査
委
員
会
調
査
資
料
翫
1
2
（
一
九
七
八
年
）

〔
三
二
〕
　
同
　
『
地
下
鉄
鳥
丸
線
今
出
川
駅
地
点
の
発
掘
調
査
』
　
（
一
九
八
一
年
）

〔
影
吾
　
鳥
羽
離
宮
跡
調
査
研
究
所
『
史
跡
西
寺
跡
』
　
（
一
九
七
七
年
）

〔
三
噸
〕
　
同
　
『
日
本
専
売
公
社
工
場
用
地
内
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
概
報
』
　
（
一
九

　
　
七
七
年
）

〔
三
五
〕
　
長
岡
京
市
教
育
委
員
会
『
長
岡
京
市
文
化
財
調
査
報
告
書
』
第
五
冊
（
一
九

　
　
八
○
年
）

〔
三
六
〕
　
平
安
京
調
査
会
『
平
安
京
跡
発
掘
調
査
報
皆
』
左
京
四
条
一
票
（
一
九
七
五

　
　
年
）
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〔
三
七
〕
　
同
　
　
『
平
安
京
跡
発
掘
調
査
報
告
』
左
京
八
条
四
坊
（
一
九
七
七
年
）

〔
三
八
〕
　
平
安
博
物
館
『
東
洞
院
大
路
・
曇
華
院
跡
』
　
（
㎝
九
七
七
年
）

〔
三
九
〕
向
ヨ
衛
教
育
委
員
会
『
向
日
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
』
第
六
集
（
｛
九

　
　
八
○
年
）

〔
三
〇
〕
　
同
　
　
『
向
日
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
載
貨
書
』
第
七
集
（
一
九
八
一
年
）

〔
三
一
〕
　
龍
谷
大
学
考
古
学
研
究
会
『
聚
楽
第
跡
』
　
（
一
九
七
七
年
）

〔
；
三
〕
渡
辺
誠
『
長
岡
京
跡
の
鹸
物
井
戸
』
（
『
古
代
文
化
』
第
三
〇
巻
第
八
号
、
｝

　
　
九
七
八
年
）

〔一

O
篇
〕
　
網
干
善
教
「
橿
原
衛
四
条
新
町
奈
良
県
立
医
大
学
内
上
代
井
戸
」
（
『
奈
良
県

　
　
文
化
財
調
査
報
告
隔
第
二
集
、
一
九
五
八
年
）

〔
三
四
〕
　
小
笠
原
好
彦
『
平
城
京
左
京
二
条
五
坊
北
郊
の
調
査
』
　
（
一
九
七
〇
年
）

〔【

O五

l
　
河
原
純
之
「
平
城
宮
跡
最
近
出
土
の
遣
物
」
（
『
考
古
学
雑
誌
購
第
五
…
巻
第

　
　
二
号
、
　
一
九
六
五
年
）

〔
三
六
〕
末
永
雅
雄
「
霊
域
郡
敷
島
諸
悪
殿
出
土
板
井
」
（
『
奈
良
県
史
蹟
名
勝
天
然
紀

　
　
念
物
調
査
会
抄
報
』
第
二
輯
、
一
九
四
｝
年
）

〔
；
一
葡
　
同
　
　
「
北
颪
城
郡
山
園
村
磯
野
出
土
板
井
」
（
『
奈
良
県
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念

　
　
物
調
査
会
抄
報
』
第
二
輯
、
一
九
四
一
年
）

〔一

熹
ｪ
〕
　
｛
木
・
氷
雅
｝
雄
『
橿
原
』
　
（
一
九
六
一
年
）

〔一

ｭ
〕
　
繭
木
永
雅
雄
・
小
林
行
雄
・
醸
鋤
岡
謙
二
郎
『
大
和
唐
古
弥
生
式
遺
跡
の
研
究
』

　
　
京
都
帝
国
大
学
文
学
部
考
古
学
研
究
報
告
第
一
穴
冊
（
一
九
四
三
年
）

〔【

l
〇
〕
　
田
中
一
郎
「
奈
良
高
狡
校
庭
発
見
の
角
井
戸
調
査
概
報
」
（
『
考
古
学
雑
誌
』

　
　
第
四
一
巻
第
一
号
一
九
五
五
年
）

〔｝

增
l
　
奈
良
県
教
育
委
員
会
『
奈
良
岡
文
化
財
調
査
報
膏
』
第
二
集
（
一
九
五
八
年
）

竺
四
呂
　
同
　
『
藤
原
富
臨
奈
良
県
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
調
査
報
告
鑛
二
五
冊
（
～

　
　
九
六
九
年
）

〔一

l暫

禔
@
同
　
　
『
飛
鳥
論
黙
跡
』
　
一
、
奈
良
県
中
ハ
跡
名
臨
肪
天
然
…
記
念
物
調
香
劫
報
出
口
第
二
六

　
　
冊
（
一
九
七
一
年
）

〔一

ﾍ
〕
　
奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所
『
大
安
寺
』
五
〇
年
度
発
掘
調
査
概
報
（
一

　
　
九
七
六
）

〔一

ｿ
〕
　
藤
野
　
　
叫
無
向
』
　
（
一
九
七
六
年
）

〔一

l六

l
　
同
　
『
奈
良
県
遺
跡
調
査
概
報
』
一
九
七
六
年
度
（
一
九
七
七
年
）

〔
茜
苫
　
同
　
『
奈
良
県
遺
跡
調
査
概
報
』
～
九
七
七
年
度
（
一
九
七
八
年
）

〔
扇
八
〕
　
同
日
　
　
『
大
福
遺
跡
臨
奈
良
県
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
調
査
報
皆
第
三
六
冊

　
　
　
（
一
九
七
八
年
）

〔一

l
〕
　
同
　
『
奈
良
県
遺
跡
調
査
概
報
』
｝
九
七
八
年
凌
（
一
九
七
九
年
置

〔
蓋
O
〕
　
同
編
　
『
唐
薯
・
鍵
遺
跡
』
第
四
・
五
次
発
掘
調
査
概
報
（
一
九
七
九
年
）

〔一

ﾝ
〕
　
同
編
　
　
『
唐
古
・
鍵
鵬
爆
跡
』
第
六
・
七
・
八
・
九
次
孕
婦
堀
…
調
査
概
報
（
一
九

　
　
七
九
年
）

〔
二
二
〕
　
三
編
　
『
飛
鳥
三
跡
』
二
、
奈
良
県
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
調
査
報
籍
第
四

　
　
〇
冊
（
　
九
八
○
年
）

〔一

･三

l
　
問
編
　
『
悪
玉
院
遺
跡
』
奈
良
県
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
調
査
報
告
第
四
…

　
　
冊
（
一
九
八
○
年
）

〔
豆
四
〕
　
同
誌
　

『
唐
古
・
鍵
遺
跡
』
第
一
〇
・
　
一
次
発
掘
調
査
概
報
（
一
九
八
一

　
　
年
）

〔一

?
〕
　
同
　
『
奈
良
県
遺
跡
調
査
虚
報
隠
一
九
七
九
年
度
（
一
九
八
一
年
）

〔
謹
穴
〕
同
付
属
博
物
館
『
大
和
を
掘
る
』
　
（
｝
九
八
　
年
）

〔｝

ﾑ
〕
　
奈
良
醐
立
文
化
財
研
究
所
『
川
原
寺
発
掘
調
査
報
告
』
奈
良
国
立
文
化
財
研

　
　
究
酒
醤
愚
ナ
報
第
九
冊
（
一
九
六
〇
年
）

〔
三
八
〕
　
同
　
『
平
城
宮
跡
第
　
次
・
伝
飛
鳥
板
葺
宮
門
発
掘
調
査
報
告
』
奈
良
国
立

　
　
文
化
財
研
究
所
学
報
第
一
〇
醗
（
　
九
穴
一
年
）

〔一

}
西
〕
　
岡
　
　
『
奈
｛
艮
飼
立
文
化
財
川
研
究
所
ω
年
報
』
　
（
一
九
六
一
年
）

〔一

Z
〇
〕
　
同
　
『
平
城
宮
発
掘
調
査
報
告
』
莚
、
奈
良
圏
立
文
化
財
研
究
所
学
報
第
一

　
　
五
冊
（
一
九
六
二
年
）

〔一

Z一

l
　
隅
凹
　
　
『
平
ほ
坂
宮
第
ニ
ニ
（
面
…
）
　
・
二
五
・
二
六
次
発
掘
調
査
概
甜
報
』
　
（
…
九
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六
五
年
）

〔一

ﾛ
〕
　
同
　
『
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
年
報
』
　
（
一
九
六
五
年
）

〔一

c
〕
　
同
　
『
平
城
宮
第
三
七
・
三
九
・
四
〇
・
四
一
次
発
掘
調
査
概
報
』
　
（
　
九

　
　
六
七
年
）

〔
茶
窪
同
　
『
昭
和
四
八
年
度
平
誠
恐
跡
発
掘
調
査
部
発
掘
調
査
概
報
』
（
一
九
七

　
　
四
年
）

〔｝

u
〕
　
同
編
　
　
『
平
城
京
朱
雀
大
路
発
掘
調
査
報
告
駈
　
（
～
九
七
四
年
目

〔一

ｨ
〕
　
同
　
『
平
城
京
左
京
三
条
二
坊
』
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
学
報
第
二
五
冊

　
　
　
（
一
九
七
五
年
）

畳
宅
〕
　
同
　
『
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
年
報
』
　
（
｝
九
七
四
年
）

〔一

株ｪ

l
　
同
　
『
飛
鳥
・
藤
原
宮
発
掘
調
査
概
報
』
四
（
一
九
七
四
年
）

〔一

?
〕
　
同
　
　
『
平
城
宮
発
掘
調
査
報
告
』
w
、
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
学
報
第
二

　
　
三
偶
（
～
九
七
五
年
）

〔一

ｫ
〕
　
岡
　
『
昭
和
四
九
年
度
平
城
宮
跡
発
掘
調
査
部
発
掘
調
査
概
報
』
　
（
一
九
七

　
　
五
年
）

〔一

ｷ
〕
　
同
　
『
飛
鳥
・
藤
原
宮
発
掘
調
査
概
報
』
五
（
一
九
七
五
年
）

〔一

ｵ二

l
　
岡
　
　
『
平
誠
京
左
京
三
条
二
坊
六
坪
発
掘
調
査
概
論
』
　
（
一
九
七
六
年
）

〔一

�
l
　
同
　
　
『
平
城
京
左
京
八
条
三
坊
発
掘
調
査
概
報
』
東
市
周
辺
東
北
地
域
の
調

　
　
査
（
一
九
七
六
年
）

〔一

ｩ
〕
　
同
　
　
『
平
城
宮
発
掘
調
査
報
告
』
㎎
、
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
学
報
第
二

　
　
六
冊
（
一
九
七
六
年
）

〔｝

普
l
　
同
　
『
昭
和
五
〇
年
度
平
城
京
跡
発
掘
調
査
部
発
掘
調
査
概
報
』
　
（
一
九
七

　
　
六
年
）

〔一

〟
l
　
同
　
『
飛
鳥
・
藤
原
宮
発
掘
調
査
概
報
』
六
（
一
九
七
六
年
）

〔一

V
〕
　
同
　
『
平
城
京
右
京
五
条
四
坊
三
坪
発
掘
調
査
概
無
恥
　
（
一
九
七
七
年
）

〔
昭
八
〕
　
同
　
　
『
飛
鳥
・
藤
原
宮
発
掘
調
査
概
報
』
七
（
一
九
七
七
年
）

〔
宅
九
〕
　
同
　
　
『
飛
鳥
・
藤
原
宮
発
掘
調
査
報
告
』
丑
、
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
学

　
　
報
第
三
一
冊
（
一
九
七
八
年
）

〔
天
O
〕
同
　
『
飛
鳥
・
藤
原
宮
発
掘
調
査
概
報
』
八
（
一
九
七
八
年
）

〔一

v
〕
　
岡
　
『
昭
和
五
二
年
度
平
城
聖
跡
発
掘
調
査
部
発
掘
調
査
概
報
』
　
（
一
九
七

　
　
八
年
）

〔
天
己
　
同
　
『
平
城
宮
発
掘
調
査
報
皆
』
取
、
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
学
報
第
三

　
　
四
冊
（
一
九
七
八
年
）

Ω
金
〕
同
『
飛
鳥
・
藤
原
宮
発
掘
調
査
概
報
』
九
（
一
九
七
九
年
）

〔
二
四
〕
　
同
　
『
昭
科
五
四
年
度
平
誠
雪
隠
発
掘
調
査
部
発
掘
調
査
概
報
』
　
（
一
九
八

　
　
○
年
）

〔一

ｴ
〕

〔
天
六
〕

〔一

ｪ
苫

〔
ス
八
〕

〔一

ｪ
九
〕

〔一

縺
Z
〕

同同同同同同

　
　
七
巻
第
一
号
、

二
九
一
〕
　
岡

　
　
財
研
究
所
年
報
』

〔
死
己
　
奈
良
市
教
育
委
員
会
『
多
聞
廃
城
跡
発
掘
調
査
概
要
報
皆
』
（
一
九
七
九
年
）

〔一

繹齡

b
　
同
　
　
『
奈
良
市
埋
蔵
文
化
財
稠
査
報
告
書
臨
昭
和
五
四
年
度
（
一
九
八
○
年
）

〔一

緕
l
〕
　
同
　
『
奈
良
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
皆
書
』
昭
和
五
五
年
度
（
一
九
八
一
年
）

〔一

噤
l
　
日
色
四
郎
「
高
市
郡
畝
傍
町
木
殿
出
土
上
代
井
」
（
『
奈
良
県
史
跡
名
勝
天
然

　
　
記
念
物
調
査
抄
報
』
第
五
輯
、
一
九
五
五
年
）

〔
充
六
〕
　
日
色
四
郎
「
高
窮
郡
高
市
村
岡
出
土
上
代
井
」
（
『
奈
良
県
史
跡
名
勝
天
然
記

　
　
念
物
調
査
抄
報
駈
第
五
輯
、
一
九
五
五
年
）

〔
莞
七
〕
布
留
遣
跡
天
理
教
発
掘
調
査
団
『
布
留
遣
跡
柚
之
内
木
堂
方
地
区
発
掘
調
査

　
　
概
要
巴
布
留
置
跡
研
究
中
間
報
告
二
（
一
九
八
一
年
目

『
平
城
京
左
京
三
条
四
坊
七
坪
発
掘
調
査
概
報
』
　
（
一
九
八
○
年
）

『
飛
鳥
・
藤
原
宮
発
掘
調
査
轟
轟
駈
一
〇
（
一
九
八
○
年
）

『
平
等
宮
北
辺
地
域
発
掘
調
査
報
告
書
』
　
（
一
九
八
一
年
）

『
平
域
京
九
条
大
路
』
　
（
一
九
八
一
年
）

『
飛
鳥
・
藤
原
宮
発
掘
調
査
概
報
』
＝
　
（
一
九
八
一
年
目

歴
史
審
…
「
平
城
宮
跡
発
掘
の
成
果
と
闘
題
点
」
（
『
考
古
学
雑
誌
』
第
四

　
　
　
一
九
六
一
年
）

建
造
物
研
究
室
「
阿
伽
井
及
阿
伽
番
屋
に
つ
い
て
」
（
『
奈
良
国
立
文
化

　
　
　
　
一
九
六
五
年
）
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井 戸　　考（宇野）

〔　

續
ｪ
〕
泉
大
津
市
教
育
委
員
会
『
豊
申
遺
跡
発
掘
調
査
概
要
』
耳
（
一
九
七
八
年
）

〔
死
九
〕
　
同
　
　
『
豊
中
遺
跡
発
掘
調
査
概
要
』
皿
、
泉
大
津
市
文
化
財
調
査
概
要
四
（
一

　
　
九
七
九
年
）

〔二

Z
〇
〕
　
（
中
央
南
幹
線
内
西
岩
田
）
瓜
生
堂
遺
跡
調
査
会
『
西
岩
田
遺
跡
』
　
（
一
九

　
　
七
一
年
）

〔二

Z一

l
　
瓜
生
堂
遺
跡
調
査
会
『
瓜
生
堂
遺
跡
』
皿
（
一
九
八
○
年
）

⊆
O
二
〕
　
岡
　
『
恩
智
遺
跡
』
1
（
一
九
八
○
年
）

〔二

ｶ
二
〕
　
岡
　
『
恩
智
遺
跡
』
狙
（
｝
九
八
　
年
）

盆
〇
四
〕
　
大
阪
布
教
育
委
員
会
・
難
波
宮
祉
顕
彰
会
『
平
野
遣
跡
群
緊
急
調
査
報
告
書
』

　
　
　
（
～
九
七
九
年
）

〔二

ﾊ
〕
　
大
阪
市
文
化
財
協
会
『
瓜
破
北
遺
跡
隔
　
（
一
九
八
○
年
）

〔二

Z
六
〕
同
『
難
波
宮
堤
の
研
究
』
第
七
（
一
九
八
一
年
目

〔二

Z
七
〕
　
罰
　
『
難
波
宮
跡
研
究
調
査
年
報
』
一
九
七
五
～
一
九
七
九
、
六
（
一
九
八

　
　
　
一
年
）

〔　

ﾂ
八
〕
　
大
阪
府
教
育
委
員
会
『
四
日
号
町
、
正
法
奪
跡
発
掘
調
査
諜
報
』
　
（
　
九
七

　
　
〇
年
）

〔ゴ

Z
九
〕
　
同
　
　
『
蝦
上
郡
衙
跡
発
掘
調
査
概
要
』
大
阪
府
文
化
財
調
査
概
要
一
九
七
〇

　
　
1
　
（
一
九
七
一
年
）

〔二

ﾂ
〕
同
　
『
尊
上
郡
衙
跡
発
掘
調
査
概
要
』
H
、
大
阪
府
文
化
財
調
査
概
要
「
九

　
　
七
〇
－
七
（
一
九
七
二
年
）

〔
三
一
〕
　
同
　
『
掌
上
郡
衙
跡
発
掘
調
査
概
要
』
皿
、
大
阪
府
文
化
財
調
査
概
要
一
九

　
　
七
ニ
ー
一
（
一
九
七
三
年
遅

〔二

O
〕
　
岡
　
　
『
外
環
状
線
内
遺
跡
発
掘
調
査
概
要
』
1
、
大
阪
府
文
化
財
調
査
概
要

　
　
　
一
九
七
ニ
ー
一
〇
（
一
九
七
三
年
）

〔
三
鵠
〕
　
同
　
『
金
岡
遺
跡
発
掘
調
査
概
要
』
大
阪
府
文
化
財
調
査
概
要
～
九
七
三
－

　
　
　
一
〇
（
一
九
七
四
年
）

〔
三
四
〕
　
同
　
『
古
池
北
遺
跡
調
査
概
要
』
　
（
一
九
七
四
年
）

〔
望
五
〕
　
同
　
　
『
犬
園
遺
跡
発
掘
調
査
概
要
』
韮
、
大
阪
府
文
化
財
調
査
概
要
一
九
七

　
　
四
－
一
五
（
一
九
七
五
年
）

〔
讐
六
〕
　
同
　
『
国
府
遺
跡
発
掘
調
査
概
要
』
X
（
一
九
八
○
年
）

〔
三
七
〕
　
同
　
『
は
さ
み
山
遺
跡
発
掘
調
査
概
要
』
　
（
｝
九
八
○
年
）

〔
三
八
〕
　
大
阪
文
化
財
セ
ン
タ
ー
『
長
原
』
　
（
｝
九
七
八
年
）

〔
三
凸
　
同
　
　
『
亀
井
・
城
山
』
　
（
一
九
八
○
年
）

〔ニ

j
O
〕
同
　
『
瓜
生
堂
』
　
（
｝
九
八
○
年
）

〔二

O
〕
　
大
谷
女
子
大
学
資
料
館
『
中
野
』
1
、
大
谷
女
子
大
学
資
料
館
報
告
第
一
一
冊

　
　
　
（
一
九
七
九
年
）

〔
瓢
一
三
〕
　
堺
布
教
育
委
員
会
『
堺
市
文
化
財
調
査
報
皆
書
』
第
六
集
（
一
九
八
○
年
）

〔
黛
三
〕
　
同
　
　
『
堺
市
文
化
財
調
査
報
皆
無
』
第
七
集
（
一
九
八
一
年
）

〔
孟
噸
〕
　
同
　
『
向
井
神
社
跡
遺
跡
四
ツ
目
遣
跡
』
　
（
一
九
八
一
年
）

〔
ゴ
　
葦
〕
　
四
条
畷
市
文
化
財
調
査
会
『
岡
山
南
遺
跡
発
掘
調
査
概
要
』
1
、
四
条
畷
市

　
　
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
調
査
概
報
二
（
一
九
七
六
年
）

〔ニ

j六

l
　
第
二
阪
和
国
道
内
遣
跡
調
査
会
『
池
上
・
四
ツ
池
』
　
（
一
九
七
〇
年
）

〔
量
七
〕
　
同
　
『
第
二
阪
漁
国
道
内
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
』
三
（
一
九
七
一
年
）

〔一

O
八
〕
　
高
槻
市
教
育
委
員
会
『
安
満
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
霞
』
高
槻
市
文
化
財
調
査

　
　
報
告
書
第
五
冊
（
一
九
七
四
年
）

〔
塁
九
〕
　
同
　
『
安
満
事
跡
発
掘
調
査
報
告
書
』
高
槻
寮
文
化
財
調
査
報
告
書
第
一
〇

　
　
冊
（
一
九
七
七
年
）

〔
；
δ
〕
　
同
　
『
鴎
上
郡
衙
跡
発
掘
調
査
概
要
隔
二
（
…
九
七
八
年
）

〔瓢

O
欝
　
岡
　
　
『
嶋
上
郡
衙
跡
発
掘
調
査
概
要
』
四
（
一
九
八
○
年
）

蜜
一
三
〕
　
同
　
　
『
上
牧
遺
跡
発
掘
調
査
潮
繋
書
』
高
槻
市
文
化
財
調
査
報
皆
書
第
一
三

　
　
冊
（
一
九
八
○
年
）

〔
；
き
ロ
　
同
　
『
嶋
上
郡
墨
跡
発
掘
調
査
概
要
』
五
（
一
九
八
一
年
）

〔一一

O
四
〕
　
豊
中
．
古
池
遺
跡
調
査
会
『
豊
申
・
古
池
遺
跡
発
掘
調
査
概
報
』
　
（
｝
九
七

　
　
六
年
）
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〔
三
鼓
〕
　
富
田
林
市
教
育
委
員
会
『
中
野
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
』
　
（
一
九
七
九
年
）

〔二

n
ハ
〕
　
難
波
宮
祉
顕
彰
会
『
森
の
宮
ラ
ン
プ
ウ
ェ
…
工
事
に
伴
う
予
備
調
査
概
報
』

　
　
　
（
一
九
七
一
こ
口

〔二

O
七
〕
　
同
　
『
森
の
宮
ラ
ン
プ
ウ
ェ
ー
工
事
に
伴
う
予
備
調
査
概
報
』
一
九
七
四

　
　
　
（
一
九
七
六
年
）

〔二

M八

l
　
（
高
速
大
阪
爽
大
阪
線
）
難
波
宮
跡
調
査
会
『
難
波
宮
跡
発
掘
調
査
概
報
』

　
　
　
（
一
九
七
八
年
）

〔　

ﾎ
〕
　
羽
曳
野
市
教
育
委
員
会
『
古
園
遺
跡
群
』
H
、
羽
曳
野
市
埋
蔵
文
化
財
調
査

　
　
報
告
五
（
一
九
入
○
年
）

〔一

ｼ
O
〕
　
東
大
阪
市
遺
跡
保
護
調
査
会
『
若
江
城
跡
・
北
鳥
池
遺
跡
調
査
報
告
』
　
Ω

　
　
九
七
五
年
）

〔一

ﾘ
〕
　
同
　
『
東
大
阪
市
遣
跡
保
護
調
査
会
年
報
睡
1
（
㏄
九
七
五
年
）

〔ご

ﾟ
二
〕
　
同
　
『
上
小
阪
・
瓜
生
堂
・
新
家
遺
跡
調
査
報
告
書
』
　
（
一
九
七
六
年
）

〔一

ｼ
三
〕
　
岡
　
『
馬
場
川
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
』
　
（
一
九
七
七
年
）

〔二

浴
l
　
罰
　
　
『
鬼
塚
遣
跡
1
・
若
江
遺
跡
』
東
大
阪
市
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
調
回
報

　
　
　
一
九
（
…
九
七
九
年
）

〔二

吹
l
　
同
　
『
鬼
蓼
川
遺
跡
調
査
概
要
』
1
（
一
九
八
○
年
）

〔二

｢
ハ
〕
同
『
東
大
阪
市
遺
跡
保
護
調
査
会
発
掘
調
査
概
報
集
竺
筆
入
○
年
度
（
一

　
　
九
八
｝
年
）

〔二

e
〕
　
東
大
阪
市
教
育
委
員
会
『
東
大
阪
市
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
概
要
』
一
九
七

　
　
九
年
度
、
東
大
阪
市
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
調
査
概
報
一
二
　
（
～
緯
圏
○
年
）

〔二

メ
l
　
東
奈
良
遣
跡
調
査
会
『
束
奈
良
』
発
掘
調
査
費
蓮
華
（
一
九
七
九
年
）

〔二

l
九
〕
　
同
　
　
『
東
奈
良
』
発
掘
調
査
概
報
H
（
一
九
八
一
年
）

〔
聲
O
〕
　
藤
井
寺
市
撒
育
委
員
会
『
石
摺
流
域
遺
跡
群
発
掘
調
査
概
要
瞼
1
（
一
九
八

　
　
○
年
）

〔　

W
一
〕
　
藤
原
光
輝
「
法
円
坂
の
考
古
学
的
調
査
（
続
）
」
（
『
難
波
宮
祉
の
研
究
』
研
究

　
　
予
察
異
郷
瞬
第
壱
、
　
～
九
｝
五
六
年
）

〔二

Z二

l
　
森
浩
一
「
大
阪
府
泉
大
津
市
穴
田
の
土
釜
井
戸
」
（
『
日
本
考
古
学
年
報
』
九
、

　
　
昭
和
三
一
年
度
、
一
九
六
一
年
）

〔
盤
三
〕
　
八
尾
南
遺
跡
調
査
会
『
八
尾
南
遺
跡
』
　
（
一
九
八
　
年
）

〔｝

?
〕
大
和
川
・
今
池
遺
跡
調
査
会
『
大
和
川
・
今
池
遣
跡
』
　
（
一
九
七
九
年
）

〔
豊
五
〕
　
山
本
博
「
船
橋
大
和
河
床
の
窯
祉
な
ら
び
に
遺
跡
地
の
原
地
形
に
つ
い
て
」

　
　
　
（
『
考
古
学
雑
誌
』
第
四
八
巻
第
四
号
、
一
九
六
三
年
）

〔二

ﾜ
六
〕
和
気
遺
跡
調
査
会
『
和
気
』
（
一
九
七
九
年
）

〔二

ﾜ七

l
　
和
歌
山
県
教
育
委
員
会
『
昭
和
四
五
年
度
阪
和
高
速
道
路
遺
跡
発
掘
調
査
概

　
　
報
陳
　
（
一
九
七
一
年
）

〔　

ﾋ
口
〕
　
同
　
　
『
根
来
寺
坊
院
跡
発
掘
調
査
概
報
』
1
（
一
九
七
八
年
）

〔
豊
九
〕
　
同
　
『
根
来
寺
坊
院
跡
発
掘
調
査
概
報
』
且
（
一
九
七
九
年
）

〔二

ｬ
〕
　
同
　
『
紀
の
川
用
水
建
設
事
業
に
伴
う
発
掘
調
査
報
告
書
』
H
（
一
九
八
○

　
　
年
）

〔
業
欝
　
同
　
『
根
来
寺
坊
引
跡
発
掘
調
査
概
報
』
H
（
一
九
七
九
年
）

〔瓢

梶
j
　
同
　
『
根
来
謙
聖
跡
発
掘
調
査
概
報
』
皿
（
｝
九
入
○
年
）

猛
歪
〕
　
同
　
『
鳴
神
地
区
遣
跡
発
掘
調
査
概
報
』
瓢
（
　
九
八
○
年
）

〔
美
繭
〕
　
漁
歌
山
市
教
育
委
員
会
『
井
辺
弥
生
式
遺
跡
』
社
会
教
育
資
料
2
4
（
一
九
六

　
　
五
年
）

〔
業
E
〕
尼
峰
市
教
育
委
員
会
『
溝
平
遣
跡
調
査
の
概
要
』
　
（
一
九
五
七
年
）

〔二

梶
l
　
圓
　
『
尼
薄
謝
若
王
寺
遺
跡
発
掘
調
査
概
要
』
尼
晦
市
文
化
財
調
査
報
告
第

　
　
四
集
（
一
九
六
六
年
）

〔一

V
七
〕
　
姫
路
市
教
育
委
員
会
『
加
茂
遺
跡
』
　
（
…
九
七
五
年
）

〔ゴ

Z
八
〕
　
兵
庫
県
城
崎
郡
日
高
町
・
教
育
委
員
会
『
但
【
馬
・
禰
糖
ケ
森
西
遺
跡
鮒
調
査
報
出
口

　
　
奮
』
日
照
尚
町
文
化
財
調
査
艶
出
期
翌
週
二
二
（
一
九
七
六
年
）

〔
奨
九
〕
　
岡
山
県
教
育
委
員
会
『
中
国
縦
貫
自
動
車
道
建
設
に
伴
う
発
掘
調
査
』
1
、

　
　
岡
山
県
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
街
三
（
一
九
七
三
年
）

〔二

ｫ
〕
　
同
　
　
『
山
鶴
薪
幹
線
建
設
に
伴
う
調
査
駈
韮
、
岡
山
県
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
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井戸考（宇野）

　
　
査
報
告
書
第
二
集
、
　
九
七
四
年
）

〔　

氈
l
同
『
中
国
縦
貫
自
動
車
道
建
設
に
伴
う
発
掘
調
査
』
五
、
岡
山
県
埋
蔵
文

　
　
化
財
発
掘
調
査
報
告
八
（
一
九
七
五
年
）

〔二

ｵ二

l
　
同
　
　
『
工
甲
國
縦
貫
自
耐
甥
率
｝
廻
建
鞠
駅
に
伴
う
発
掘
調
査
』
六
、
岡
山
県
埋
蔵
文

　
　
化
財
発
掘
調
査
報
告
＝
　
（
一
九
七
穴
年
）

〔二

ｵ三

l
　
同
　
『
中
国
縦
貫
自
動
車
道
建
設
に
伴
う
発
掘
調
査
』
七
、
岡
山
県
自
蔵
文

　
　
化
財
発
掘
調
査
報
告
書
一
二
（
一
九
七
六
年
）

〔二

R
〕
　
同
　
　
『
中
国
縦
貫
自
動
車
道
建
設
に
伴
う
発
掘
調
査
』
　
一
三
、
岡
山
県
埋
蔵

　
　
文
化
財
発
掘
調
査
報
告
叢
二
三
（
　
九
七
八
年
）

〔
毛
五
〕
　
同
　
　
『
旭
川
放
水
路
（
百
問
川
）
改
修
工
事
に
伴
う
発
掘
調
査
隔
1
、
岡
山

　
　
県
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
告
三
九
（
一
九
八
○
年
）

〔二

?
〕
　
同
　
『
山
陽
自
動
車
道
建
設
に
伴
う
発
掘
調
査
』
二
、
岡
山
県
埋
蔵
文
化
財

　
　
発
掘
調
査
報
告
四
二
（
一
九
八
一
年
）

〔二

秩
l
　
岡
山
市
教
育
委
員
会
『
足
守
庄
荘
園
遺
構
緊
急
調
査
』
延
寿
寺
門
第
二
次
発

　
　
掘
調
査
概
報
（
一
九
七
九
年
）

〔二

ｵ八

l
広
島
県
教
育
委
員
会
『
山
陽
新
幹
線
建
設
地
内
門
跡
発
掘
調
査
報
審
』
二

　
　
九
七
三
年
）

〔
老
凸
　
同
　
『
草
戸
千
軒
町
遣
跡
一
九
七
二
年
度
発
掘
調
査
概
報
』
（
一
九
七
三
年
）

〔
夫
O
〕
　
広
島
県
草
戸
千
軒
町
遺
跡
調
査
研
究
所
『
草
戸
千
軒
町
遺
跡
陳
第
一
一
～
一

　
　
四
次
発
掘
調
査
概
要
（
一
九
七
四
年
中

〔二

ｪ一

l
　
同
　
『
草
戸
千
軒
町
遺
跡
』
第
一
五
～
　
七
次
発
掘
調
査
概
要
（
｝
九
七
五

　
　
年
）

〔　

V
二
〕
　
同
　
　
『
草
戸
千
軒
町
遺
跡
』
第
｝
八
～
二
〇
次
発
掘
調
査
概
要
（
一
九
七
六

　
　
年
）

愛
甲
蕊
〕
　
岡
　
『
草
戸
千
軒
町
遺
跡
』
第
二
一
～
二
三
次
発
掘
調
査
概
要
（
一
九
七
七

　
　
年
）

〔ニ

n
四
〕
　
同
　
『
草
戸
千
軒
』
第
五
巻
、
翫
4
6
～
5
7
（
｝
九
七
八
年
）

〔繍

焉
l
　
岡
　
『
草
一
戸
千
軒
恥
第
六
巻
、
晦
5
8
～
6
9
（
一
九
七
九
年
）

〔二

ｪ
六
〕
　
同
帽
柵
　
　
罪
早
一
P
千
軒
刀
町
遣
野
饗
　
一
九
七
八
、
第
二
四
～
二
六
次
発
堀
州
調
杏
一
概

　
　
要
（
一
九
八
○
年
）

〔二

ｪ
七
〕
　
福
由
市
謂
教
｛
百
添
ハ
員
ム
瓜
『
豊
丁
一
戸
千
・
軒
町
鳳
尼
跡
』
　
（
一
九
六
五
律
†
）

〔
乗
八
〕
　
村
上
正
名
『
草
戸
千
軒
』
福
山
文
化
財
シ
リ
ー
ズ
翫
6
（
～
九
六
七
年
）

〔二

ｪ
九
〕
　
鳥
取
県
教
育
文
化
財
団
『
長
瀬
高
浜
遣
跡
』
w
、
鳥
取
県
文
化
財
団
調
査
報

　
　
告
書
六
（
一
九
八
一
年
）

〔
究
O
〕
　
嗣
　
岡
．
布
勢
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
』
鳥
取
県
文
化
財
団
調
査
報
告
書
七
（
一

　
　
九
八
一
年
）

ロ
笈
〕
　
広
瀬
町
教
育
委
員
会
・
寓
田
河
床
遺
跡
調
査
団
『
蜜
田
川
床
遺
跡
』
　
（
一
九

　
　
七
七
年
）

〔二

繹黶

l
　
下
関
市
教
育
委
員
会
『
新
下
関
駅
周
辺
遺
跡
発
掘
調
査
概
報
』
　
（
一
九
七
四

　
　
年
）

〔
藁
縄
〕
　
同
　
『
秋
根
遺
跡
』
　
（
一
九
七
七
年
）

〔
究
四
〕
　
同
　
『
長
門
照
府
』
長
門
国
府
周
辺
遺
跡
調
査
報
欝
韮
（
｝
九
七
八
年
）

〔二

縺@

ﾊ
　
岡
　
　
『
長
門
翻
府
』
長
門
国
府
周
辺
遺
跡
調
査
報
告
匪
（
一
九
七
九
年
）

〔
発
穴
〕
　
山
口
県
教
育
委
員
会
『
塚
本
古
墳
・
秋
根
遣
跡
・
石
原
遺
跡
』
山
口
県
埋
蔵

　
　
文
化
財
調
査
報
告
第
一
七
集
（
一
九
七
三
年
）

〔二

ﾑ
〕
　
同
　
　
『
堂
道
・
五
反
地
遺
跡
働
　
（
一
九
七
三
年
）

〔二

續
ｪ
〕
同
編
　
『
下
右
田
遺
跡
』
山
口
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
第
四
六
集
（
一
九

　
　
七
九
年
中

〔二

?
〕
　
同
編
　
　
『
下
右
田
遺
跡
』
山
口
県
壇
蔵
文
化
財
調
査
報
告
第
五
三
集
（
一
九

　
　
八
○
年
）

〔三

W
〕
　
山
口
市
激
育
委
員
会
『
周
防
鋳
銭
司
跡
』
　
（
一
九
七
八
年
）

〔三

X
〕
同
　
『
大
内
氏
館
跡
』
思
、
山
口
市
文
化
財
調
査
報
告
第
一
一
集
（
一
九
八

　
　
　
一
年
）

〔三

X
　
〕
　
香
川
県
教
育
委
員
会
『
香
川
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
年
報
』
　
（
一
九
七
九
年
）
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〔一

ﾂ
三
〕
　
同
　
　
『
香
川
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
年
報
』
昭
和
五
四
年
度
（
一
九
八
○
年
）

〔　

ﾂ
四
〕
　
甘
木
市
教
育
委
員
会
『
秋
月
城
跡
』
甘
木
市
文
化
財
調
査
報
告
第
九
集
（
一

　
　
九
八
一
年
）

〔三

Z五

l
鏡
山
猛
『
北
九
州
の
古
代
遺
跡
』
　
（
一
九
五
六
年
）

〔三

Z
六
〕
　
春
日
市
教
育
委
員
会
『
赤
井
手
遺
跡
』
春
日
市
文
化
財
調
査
報
告
書
第
六
集

　
　
　
（
一
九
八
○
年
）

〔［

W
七
〕
　
北
九
州
罪
数
育
文
化
事
業
団
・
北
九
州
市
教
育
委
員
会
『
辻
田
遺
跡
』
北
九

　
　
州
市
文
化
財
調
査
報
告
書
第
三
五
集
（
一
九
八
○
年
）

〔三

Z
八
〕
　
同
　
　
『
勝
円
B
遺
跡
晦
北
九
州
市
文
化
財
調
査
書
告
書
第
三
八
集
（
一
九
八

　
　
○
年
）

〔㎜

ﾂ
九
〕
　
九
州
歴
史
資
料
館
『
大
宰
府
史
跡
昭
和
四
七
年
度
発
掘
調
査
略
報
』
　
（
一
九

　
　
七
三
年
）

〔
三
一
〇
〕

〔主

＝
l

〔　縞

O
〕

〔［一　

O
〕

〔
…
単
一
巴

〔一

O
皿
）

〔
［
一
　
一
ご

量
七
〕

〔
三
一
八
〕

〔
三
一
九
〕

同同同同同同同同岡

『
九
州
歴
史
資
料
館
年
報
』
昭
和
四
八
年
度
（
一
九
七
四
年
）

『
大
宰
府
史
跡
簸
第
三
〇
・
三
一
・
三
二
次
調
査
概
報
（
　
九
七
四
年
）

『
大
宰
府
史
跡
隠
昭
和
四
八
年
度
発
掘
調
査
概
報
（
一
九
七
四
年
）

『
大
宰
府
史
跡
』
昭
和
四
九
年
度
発
掘
調
査
概
報
（
一
九
七
五
年
）

『
大
宰
府
史
跡
』
昭
和
五
〇
年
度
発
掘
調
査
概
報
（
一
九
七
六
年
）

『
大
宰
府
史
跡
』
昭
和
五
二
年
度
発
掘
調
査
概
報
（
一
九
七
八
年
）

『
大
宰
府
史
跡
』
昭
和
五
十
年
度
発
掘
調
査
概
報
（
一
九
七
九
年
）

『
大
宰
府
史
跡
』
昭
和
五
四
年
度
発
掘
調
査
概
報
（
一
九
八
○
年
）

『
大
宰
府
史
跡
』
昭
和
五
五
年
度
発
掘
調
査
概
報
（
一
九
八
い
年
）

　
　
　
久
留
米
市
教
育
委
員
会
『
埋
蔵
文
化
財
調
査
悪
報
』
久
留
米
市
文
化
財
調
査

　
　
報
告
霞
第
一
九
集
（
一
九
七
八
年
）

〔
豪
O
〕
　
同
　
　
『
筑
後
国
府
跡
隔
久
留
米
市
文
化
財
調
査
報
告
霞
第
一
～
○
紐
（
一
九
七

　
　
九
年
）

〔三

O
〕
　
同
　
『
筑
後
国
分
寺
跡
』
丑
、
久
留
米
布
文
化
財
調
査
報
告
書
第
二
四
集
（
一

　
　
九
八
○
年
）

〔
三
一
三
〕
　
岡
　
　
『
筑
後
国
府
跡
』
久
留
米
市
文
化
財
調
査
報
告
書
第
二
六
集
（
一
九
八

　
　
一
年
）

〔　

O
三
〕
　
同
　
　
『
筑
後
圏
分
媒
跡
』
恥
、
久
留
米
布
文
化
財
調
査
報
告
書
第
二
七
集
（
一

　
　
九
八
一
年
）

〔　

ｩ
〕
　
同
　
　
『
久
留
米
東
バ
イ
パ
ス
関
係
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
』
久
留
米
市
文
化

　
　
財
調
査
報
告
第
二
八
集
（
～
九
八
一
年
）

〔E

ﾕ
〕
　
同
　
　
『
埋
蔵
文
化
財
調
査
刑
罪
』
第
一
集
、
久
留
米
市
文
化
財
調
査
報
告
第

　
　
二
九
集
（
一
九
八
一
年
）

ロ
ニ
ニ
δ
　
福
岡
県
教
育
委
員
会
『
福
岡
南
．
バ
イ
パ
ス
関
係
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
』
第

　
　
二
集
（
一
九
七
五
年
）

〔
蓋
七
〕
　
同
　
『
今
宿
南
バ
イ
パ
ス
関
係
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
』
第
四
集
（
一
九
七

　
　
六
年
）

〔三

t
〕
　
同
　
　
『
福
岡
町
バ
イ
パ
ス
関
係
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
』
第
三
集
（
一
九
七

　
　
六
年
）

〔
垂
葉
　
同
　
『
九
州
縦
貫
自
動
車
道
関
係
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
』
灘
（
一
九
七
七

　
　
年
）

〔
三
　
δ
〕
　
同
　
　
『
九
州
縦
貫
自
動
車
道
開
係
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
』
湖
（
…
九
七
七

　
　
年
）

〔…一

s
〕
　
圖
　
　
『
三
雲
遺
跡
』
1
（
一
九
八
○
年
）

〔
釜
二
〕
　
岡
編
　
『
今
光
遺
跡
・
地
葺
遺
跡
』
　
（
一
九
八
○
年
）

〔三

c三

l
　
福
岡
市
教
育
委
員
会
『
山
陽
新
幹
線
関
係
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
』
福
岡
市

　
　
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
第
三
二
集
（
一
九
七
五
年
）

〔
三
…
一
西
〕
　
同
　
　
『
蒲
田
遺
跡
』
福
岡
帯
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
第
ゴ
～
三
無
（
…
九
七
五

　
　
年
）

〔
婁
一
灘
〕
　
同
　
　
『
有
田
周
辺
遺
跡
調
査
概
報
』
福
岡
箭
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
第
四

　
　
三
朝
（
～
九
七
七
年
）

〔三

?
〕
　
同
　
　
『
板
付
遺
跡
』
福
澗
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
貨
奪
還
四
九
集
（
一
九
七
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考（宇野）芦

　
　
九
年
）

〔
垂
七
〕
同
『
多
々
良
込
田
遺
跡
』
丑
、
福
岡
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
第
五
三
集

　
　
　
（
一
九
八
○
年
）

〔三

O八

l
　
同
　
『
板
付
周
辺
遺
跡
調
査
報
告
書
』
福
岡
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
第
五

　
　
七
集
（
一
九
八
○
年
）

〔一二

d
加
〕
　
同
　
『
有
田
・
小
田
部
』
福
岡
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
第
五
八
集
（
一

　
　
九
八
○
年
）

〔　一

ﾟ
O
〕
　
同
　
　
『
板
付
周
辺
遺
跡
調
査
報
告
書
』
福
岡
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
第

　
　
六
五
集
（
一
九
八
一
年
）

呈
里
〕
　
同
　
『
博
多
』
1
、
福
岡
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
鞘
管
書
第
六
六
集
（
一
九
八

　
　
　
一
年
）

呈
四
二
〕
　
同
　
『
板
付
』
福
岡
帯
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
霞
第
七
三
集
（
一
九
八
一
年
）

〔ヨ

G
〕
　
森
貞
次
郎
・
醐
崎
敬
「
福
岡
県
板
付
遺
跡
」
（
『
日
本
農
耕
文
化
の
生
成
』
本

　
　
文
篇
…
、
　
一
・
兀
六
一
年
）

〔三

C
〕
　
芦
刈
町
教
育
委
員
会
『
小
路
墨
跡
』
芦
刈
町
文
化
財
発
掘
調
査
報
告
書
（
　

　
　
九
八
○
年
）

〔
茜
五
〕
　
唐
津
市
教
育
委
員
会
『
久
里
大
牟
田
遺
跡
』
唐
津
市
文
化
財
調
査
報
告
第
一

　
　
集
（
一
九
八
○
年
）

〔三

ﾉ
〕
　
神
埼
町
教
育
委
員
会
『
利
田
柳
遺
跡
霞
区
』
神
埼
町
文
化
財
調
査
報
出
口
書

　
　
　
（
一
九
八
○
年
）

〔
茜
苫
　
佐
賀
県
教
育
委
員
会
『
石
木
踏
跡
』
佐
賀
県
文
化
財
調
査
報
欝
豊
富
三
五
集

　
　
　
（
一
九
七
六
年
）

〔
茜
八
〕
　
同
　
　
『
佐
賀
県
農
業
基
盤
整
備
窮
業
に
係
る
文
化
財
確
認
調
査
報
皆
書
』
佐

　
　
賀
県
文
化
財
調
査
報
告
書
第
三
七
集
（
一
九
七
七
年
掛

〔一　

ｼ
九
〕
同
　
『
下
中
杖
遺
跡
』
佐
賀
県
文
化
財
調
査
報
告
書
第
五
四
集
（
一
九
八
○

　
年
）

〔三

ﾜ
〇
〕
　
同
　
『
尾
崎
利
田
遺
跡
』
佐
賀
県
文
化
財
調
査
報
告
書
第
五
五
集
（
一
九
八

　
　
○
年
）

〔三

q
〕
　
鳥
栖
市
教
育
委
員
会
『
長
ノ
原
遺
跡
調
査
概
報
』
鳥
栖
市
文
化
財
調
査
報
告

　
　
書
第
五
集
（
一
九
八
○
年
）

〔一一

窓
ﾈ
〕
　
熊
本
購
教
育
委
員
会
『
境
古
墳
群
・
境
遺
跡
』
熊
本
県
文
化
財
調
査
報
告
第

　
　
四
二
集
（
一
九
八
○
年
）

〔三

ﾜ
三
〕
　
同
　
『
平
原
・
野
中
遺
跡
』
熊
本
県
文
化
財
調
査
報
告
第
四
三
集
（
一
九
八

　
　
○
年
）

〔三

ﾍ
〕
　
岡
　
　
『
興
善
寺
』
1
、
熊
本
県
文
化
財
調
査
報
告
第
四
五
集
（
～
九
八
○
年
）

〔三

ﾜ
吾
　
群
馬
県
教
育
委
員
会
『
下
郷
』
　
（
一
九
八
○
年
）

〔E

ﾝ
〕
朝
倉
氏
遺
跡
調
査
研
究
所
『
一
乗
谷
朝
倉
氏
遺
跡
』
短
（
一
九
八
一
年
）

〔三

|
〕
滋
賀
県
教
育
委
員
会
『
湖
南
中
部
流
域
下
水
道
管
理
用
道
路
関
連
遺
跡
発
掘

　
　
調
査
報
上
書
』
1
、
虫
生
工
区
（
一
九
七
八
、
九
年
）

〔三

?
〕
　
問
　
　
『
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
欝
書
』
1
（
一
九
八
○
年
）

〔三

ﾜ
加
〕
　
瓜
生
堂
遣
跡
調
査
会
『
瓜
生
堂
遺
跡
』
　
（
一
九
七
一
年
）

〔二

Z
〇
〕
　
難
波
講
焼
顕
彰
会
編
『
森
の
宮
遺
跡
』
　
（
一
九
七
八
年
）

〔
巽
一
〕
　
同
　
『
難
波
宮
堆
研
究
調
査
年
報
』
～
九
七
四
（
一
九
七
六
年
）

〔三

ﾍ
〕
　
大
阪
府
教
育
委
員
会
・
大
阪
文
化
財
セ
ン
タ
ー
『
長
原
遺
跡
隠
1
（
一
九
七

　
　
六
年
）

〔
美
三
〕
　
長
原
遺
跡
調
査
会
編
『
長
原
遺
跡
発
掘
調
査
』
資
料
編
（
一
九
七
六
年
）

〔三

Z暫一

l
　
同
　
　
『
長
原
遺
跡
』
　
（
一
九
七
八
年
）

〔三

L
〕
　
大
園
遺
跡
調
査
会
『
大
園
遣
跡
』
発
掘
調
査
概
報
二
（
一
九
七
穴
年
）

〔
翼
五
〕
　
大
阪
市
教
育
委
員
会
・
大
阪
市
文
化
財
協
会
『
昭
和
五
四
年
度
大
阪
市
内
隠

　
　
蔵
文
化
財
包
蔵
地
発
掘
調
査
報
皆
書
』
　
（
一
九
八
一
年
）

〔一一　

Z
六
〕
　
山
口
県
教
育
委
員
会
編
『
下
右
田
遺
跡
』
　
（
一
九
七
八
年
）

〔三

Z
白
　
福
岡
県
教
育
委
員
会
『
福
岡
南
バ
イ
パ
ス
関
係
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
』
第

　
　
六
集
（
一
九
七
七
年
）
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A　Study　on　the　well　in　Japan

by

Takao　Uno

　　Water　is　indispensable　for　human　llfe．　Especially　when　they　settle

down　and　make　cities，　the　problem　of　obtainjng　water　becomes　more

and　rnore　important．　So　it　often　happens　that　they　make　wells．　ln

this　article，　1　classified　the　types　of　the　well　and　assessed　their　dates．

　　Consequently，　1　can　clarify　that．　the　well　became　populer’　since　the

Yaツoi弥生period，　as　a　rice　cropping　one，　and　that　four　periods　are

discernible　as　follows．

　　1）From　the　Yayoi　period　to　the　Kohun古墳period；the　merely

　　　digged　well　without　armature　was　dominant　though　the　woodeR

　　　well　was　used．　．
　　2）Ancient　Ages（Na・ra奈良，　Heian平安）；the　wooden　well　was

　　　dominant．

　　3）Middle　Ages（Kamakura鎌倉，　Maromachi室町）。the　stone　we11．

　　4）Modern　Ages（Edo江戸，醜班明治）；th．e　bricks　well　in　addition

　　　to　the　stone　well．

　　Moreover，　considering　the　diffusion　process　・of　new　types　and　the

main　diffusion　areas，　we　can　suppose　other　durations．

　　As　to　the　diffusion　process　：

　　1）　The　dffusion　of　the　wooden　well　from　the　late　Yayoi　perod　led

　　　to　the　dorninance　of　the　wooden　well　in　the　early　Ancient　Ages．

　　2）　The　decline　of　the　wooden　well　from．　the　late　Ancient　Ages　led

　　　to　the　domlnance　of　the　stone　well　in　the　late　Middle　Ages．

　　3）　The　spread　of　the　brlcks　well　from　the　early　Modern　Ages　led

　　　to　the　dominance　of　the　concrete　well　in　the　late　Modern　Ages．

　　As　to　the　main　areas：

　　1）　Frorn　the　late　Yayoi　period　to　the　early　Anclent　Ages；　the

　　　south　of　Kinai畿内Played　ait　important　part．

　2）　From　the　late　Ancient　Ages　to　Middle　Ages；　the　north　of　Kinai．

　　3）　Since　Modern　Ages；　the　south　of　Kinai　again．
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